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智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
藤
井
教
公
は
じ
め
に
筆
者
は
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
の
訳
注
を
︑
順
次
︑
本
誌
第
十
七
号
︵
平
成
二
十
五
年
三
月
刊
︶
と
第
十
八
号
︵
同
二
十
六
年
三
月
刊
︶
︑
第
十
九
号
︵
同
二
十
七
年
三
月
︶
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
一
︶
︑
同
︵
二
︶
︑
同
︵
三
︶
と
し
て
発
表
し
た
︒
本
稿
は
︑
先
に
刊
行
し
た
訳
注
︵
一
︶
か
ら
︵
三
︶
に
続
く
も
の
で
あ
る
︒
体
裁
は
前
稿
を
踏
襲
し
て
︑
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
第
十
八
巻
所
収
の
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
の
テ
キ
ス
ト
原
文
を
数
行
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
区
切
っ
て
示
し
︑
そ
の
部
分
の
訓
読
を
掲
げ
︑
次
に
そ
の
部
分
の
訳
注
を
付
し
た
︒
本
稿
は
四
七
一
頁
下
段
十
一
行
目
か
ら
四
七
五
頁
中
段
九
行
目
ま
で
を
掲
載
す
る
︒
こ
の
続
き
は
順
次
発
表
し
て
い
き
た
い
︒
過
誤
の
多
い
こ
と
を
懼
れ
る
が
︑
大
方
の
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
︒
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
の
解
題
は
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
一
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
第
二
十
号
平
成
二
八
年
三
月
一
凡例
一
︑
テ
キ
ス
ト
原
文
に
は
一
︑
二
点
︑
レ
点
な
ど
の
返
り
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
︑
読
点
や
句
点
は
な
い
︒
今
︑
返
り
点
を
省
き
︑
意
味
に
従
っ
て
句
点
を
施
し
た
︒
一
︑
テ
キ
ス
ト
の
文
中
に
は
頁
と
段
の
変
わ
り
目
に
カ
ッ
コ
で
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
巻
十
八
の
頁
と
段
を
示
し
た
︒
一
︑
字
体
は
テ
キ
ス
ト
部
分
と
そ
の
引
用
︑
書
き
下
し
文
︑
﹃
大
正
蔵
経
﹄
所
収
の
経
典
論
書
の
引
用
部
分
な
ど
は
︑
原
則
と
し
て
正
字
を
用
い
た
︒
そ
れ
以
外
は
略
字
を
用
い
た
︒
一
︑
テ
キ
ス
ト
文
中
の
ゴ
チ
ッ
ク
字
体
部
分
は
﹃
維
摩
経
﹄
の
経
文
部
分
で
あ
る
︒
一
︑
テ
キ
ス
ト
文
中
の
︿
﹀
内
の
部
分
は
割
り
注
部
分
を
示
す
︒
一
︑
書
き
下
し
文
中
の
ヤ
マ
カ
ッ
コ
は
筆
者
に
よ
る
補
い
で
︑
﹃
略
疏
﹄
と
の
対
照
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
従
っ
て
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
一
︑
守
篤
本
純
の
﹃
維
摩
詰
經
疏
籤
録
﹄
の
場
所
の
指
示
は
︑
巻
数
と
頁
数
を
記
し
︑
頁
数
の
次
に
表
の
場
合
は
﹁
オ
﹂
︑
裏
の
場
合
は
﹁
ウ
﹂
と
記
し
た
︒
一
︑
註
に
記
し
た
典
拠
の
引
用
文
で
︑
引
用
部
分
が
判
然
と
し
に
く
い
場
合
に
は
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
巻
十
八
︑
4
7
1
c
1
1
-
4
7
2
a
1
(
以
下
頁
︑
段
︑
行
の
み
を
記
す
)
如
是案
此
即
爲
三
意
︒
一
總
明
如
是
意
在
勸
信
者
︒
如
來
如
法
相
解
︒
如
法
相
說
︒
所
說
誠
諦
必
可
信
從
也
︒
大
智
論
云
︒
佛
法
大
海
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
信
爲
能
入
︒
智
爲
能
度
︒
如
是
者
即
是
信
相
︒
又
如
是
是
善
信
之
辭
︒
不
信
者
言
是
事
不
如
是
︒
信
者
言
是
事
如
是
︒
有
信
之
人
︒
入
佛
法
能
得
四
沙
門
果
︒
其
無
信
者
︒
雖
復
出
家
剪
落
著
染
衣
︒
讀
種
種
經
︒
能
難
能
答
︒
於
佛
法
中
︒
空(
)
無
所
獲
︒
又
大
智
論
云
︒
如
是
者
示
人
無
諍
之
法
︒
佛
以
無
猗
心
說
︒
弟
子
以
無
著
心
受
︒
故
能
得
解
脫
︒
故
言
如
是
︒
非
如
外
道
說
者
以
執
見
心
說
︒
聽
者
以
取
著
心
受
︒
現
世
鬪
諍
︒
死
入
地
獄
︒
豈
名
如
是
︒
故
智
度
論
偈
云
︒
自
法
愛
念
故
毀
呰
他
人
法
︒
雖
持
戒
行
人
不
脫
地
獄
苦
也
︒
又
古
來
法
師
多
云
︒
如
是
者
﹇
4
7
1
c
﹈
文
如
理
是
︒
文
以
巧
詮
爲
如
︒
理
以
無
非
曰
是
也
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
に
は
﹁
空
﹂
の
次
に
﹁
無
﹂
の
一
字
が
あ
る
が
︑
﹃
大
智
度
論
﹄
の
原
文
よ
り
し
て
衍
字
︒
い
ま
削
除
す
る
︒
【
書
き
下
し
】
如
是此
を
案
ず
る
に
即
ち
三
意
と
爲
す
︒
一
に
總
じ
て
如
是
の
意
は
信
を
勸
む
る
に
在
る
を
明
か
す
と
は
︑
如
來
は
法
相
の
如
く
解
し
︑
法
相
の
如
く
說
く
︒
所
說
の
誠
諦
は
必
ず
信
從
す
べ
き
な
り
︒
『
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
佛
法
の
大
海
は
信
も
て
能
く
入
る
と
爲
し
︑
智
も
て
能
く
度
る
と
爲
す
︒
如
是
と
は
即
ち
是
れ
信
の
相
な
り
︒
又
︑
如
是
は
是
れ
善
信
の
辭
な
り
︒
不
信
と
は
是
の
事
︑
是
く
の
如
か
ら
ざ
る
を
言
う
︒
信
と
は
︑
是
の
事
︑
是
く
の
如
く
な
る
を
言
う
︒
有
信
の
人
は
佛
法
に
入
り
︑
能
く
四
沙
門
果(
)
を
得
︒
其
の
無
信
な
る
者
は
︑
復
た
出
家
し
て
剪
落
し(
)
︑
染
衣
を
著
︑
種
種
の
經
を
讀
み
︑
能
く
難
じ
︑
能
く
答
う
る
と
雖
も
︑
佛
法
中
に
お
い
て
空
に
し
て
獲
る
所
無
し
﹂
と
︒
又
︑
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
如
是
と
は
︑
人
に
無
諍
の
法
を
示
す
﹂
と
︒
佛
は
無
猗
の
心(
)
を
以
て
說
き
︑
弟
子
は
無
著
の
心
を
以
て
受
く
︒
故
に
能
く
解
脫
を
得
︒
故
に
如
是
と
言
う
︒
外
道
の
︑
說
く
者
は
執
見
の
心
を
以
て
說
き
︑
聽
く
者
は
取
著
の
心
を
以
て
受
け
︑
現
世
に
鬪
諍
し
︑
死
し
て
地
獄
に
入
る
が
如
く
に
非
ず
︒
豈
に
如
是
と
名
づ
け
ん
や
︒
故
に
﹃
智
度
論
﹄
偈
に
云
く(
)
︑
﹁
自
法
の
愛
念
の
故
に
他
人
の
法
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
を
毀
呰
せ
ば
︑
持
戒
の
行
人
と
雖
も
︑
地
獄
の
苦
を
脫
れ
ざ
る
な
り
﹂
と
︒
又
︑
古
來
の
法
師(
)
︑
多
く
云
く
︑
﹁
如
是
と
は
文
は
如
︑
理
は
是
な
り
︒
文
は
巧
詮(
)
を
以
て
如
と
爲
し
︑
理
は
非
無
き
を
以
て
是
と
曰
う
な
り
﹂
と
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
第
一
に
﹁
以
故
初
A
如
是
語
︒
答
曰
︒
佛
法
大
海
信
爲
能
入
︒
智
爲
能
度
︒
如
是
義
者
即
是
信
︒
若
人
心
中
有
信
清
淨
︒
是
人
能
入
佛
法
︒
若
無
信
是
人
不
能
入
佛
法
︒
不
信
者
言
是
事
不
如
是
︒
是
不
信
相
︒
信
者
言
是
事
如
是
︒
譬
如
牛
皮
未
柔
不
可
屈
折
︒
無
信
人
亦
如
是
︒
譬
如
牛
皮
已
柔
隨
用
可
作
︒
有
信
人
亦
如
是
︒
復
次
經
中
説
信
如
手
︒
如
人
有
手
入
寶
山
中
自
在
取
寶
︒
有
信
亦
如
是
︒
入
佛
法
無
漏
根
力
覺
道
禪
定
寶
山
中
︒
自
在
所
取
︒
無
信
如
無
手
︒
無
手
人
入
寶
山
中
︒
則
不
能
有
所
取
︒
無
信
亦
如
是
︒
入
佛
法
寶
山
︒
都
無
所
得
︒
佛
言
︒
若
人
有
信
︒
是
人
能
入
我
大
法
海
中
︒
能
得
沙
門
果
不
空
︒
剃
頭
染
袈
裟
︒
若
無
信
是
人
不
能
入
我
法
海
中
︒
如
枯
樹
不
生
華
實
︒
不
得
沙
門
果
︒
雖
剃
頭
染
衣
讀
種
種
經
能
難
能
答
︒
於
佛
法
中
空
無
所
得
︒
以
是
故
︒
如
是
義
在
佛
法
初
︒
﹂
と
あ
る
︵
傍
線
部
が
引
用
相
当
部
分
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
3
a
1
-
1
7
︶
︒
(

)
四
沙
門
果
声
聞
修
道
上
の
四
つ
の
階
位
︒
預
流
果
︑
一
来
果
︑
不
還
果
︑
阿
羅
漢
果
を
い
う
︒
(

)
剪
落
し
｢
剪
落
﹂
は
切
り
落
と
す
の
意
で
︑
剃
髪
す
る
こ
と
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
第
一
に
﹁
今
如
是
義
示
人
無
諍
法
︒
聞
他
所
説
説
人
無
咎
︒
以
是
故
諸
佛
經
初
A
如
是
︒
﹂
と
あ
る
︵
同
上
︑
6
4
a
1
1
︶
︒
(

)
無
猗
の
心
｢
猗
﹂
は
﹁
依
﹂
に
同
じ
︒
﹃
詩
経
﹄
﹁
衞
風
﹂
淇
奥
に
﹁
猗
重
較
﹂
と
あ
り
︑
﹃
釈
文
﹄
に
﹁
猗
︑
依
也
﹂
と
あ
る
︒
﹁
無
依
心
﹂
で
︑
依
存
す
る
こ
と
の
な
い
心
︑
の
意
か
︒
(

)
『
智
度
論
﹄
偈
に
云
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
第
一
に
﹁
自
法
愛
染
故
呰
毀
他
人
法
雖
持
戒
行
人
不
脱
地
獄
苦
﹂
と
あ
る
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
3
c
4
-
5
︶
︒
(

)
古
來
の
法
師
未
検
︒
た
だ
し
︑
吉
蔵
の
﹃
法
華
義
疏
﹄
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
四
｢
有
人
言
︒
如
是
者
文
如
理
是
︒
兩
物
相
似
曰
如
︒
一
物
無
非
曰
是
︒
以
文
能
詮
於
理
相
似
曰
如
︒
理
則
至
當
無
非
A
是
也
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
四
︑
4
5
2
b
2
2
-
2
4
︶
吉
蔵
の
引
用
は
﹁
有
人
言
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
具
体
的
人
物
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
︑
引
用
の
内
容
も
よ
り
詳
細
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
︑
こ
の
引
用
は
灌
頂
が
吉
蔵
疏
か
ら
後
に
補
っ
た
も
の
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒
(

)
巧
詮
た
く
み
な
言
い
表
し
︑
表
現
の
意
味
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
2
a
1
-
1
9
第
二
約
教
明
如
是
者
︒
今
明
四
不
可
說
︒
赴
機
而
有
四
教
︒
約
四
教
即
有
四
種
如
是
也
︒
一
因
緣
生
滅
如
是
︒
二
因
緣
即
空
如
是
︒
三
因
緣
假
名
如
是
︒
四
因
緣
即
中
如
是
︒
一
因
緣
生
滅
如
是
者
︒
佛
昔
於
波
羅
奈
︒
說
五
陰
生
滅
︒
俱
隣
等
聞
如
是
之
說
︒
即
得
悟
道
︒
此
經
復
土
求
聲
聞
人
知
有
爲
法
無
常
︒
得
羅
漢
果
︒
及
得
法
眼
淨
︒
是
爲
不
空
出
家
著
染
衣
能
得
四
沙
門
果
也
︒
二
明
因
緣
即
空
如
是
者
︒
如
說
大
品
三
乘
︒
同
見
第
一
義
無
言
說
道
︒
斷
煩
惱
︒
此
經
破
迦
旃
延
明
五
義
︒
二
百
比
丘
聞
如
是
說
︒
心
得
解
脫
︒
即
是
示
人
無
諍
之
法
也
︒
三
因
緣
假
名
如
是
者
︒
如
無
量
義
經
云
︒
摩
訶
般
若
華
嚴
海
空
︒
宣
說
菩
薩
歷
劫
修
行
︒
此
經
亦
云
︒
以
無
所
受
而
受
諸
受
︒
若
菩
薩
聞
如
是
說
︒
得
道
種
智
︒
入
菩
薩
位
︒
知
衆
生
根
也
︒
四
因
緣
中
道
如
是
者
︒
如
大
品
說
︒
佛
以
諸
法
實
相
故
︒
出
現
於
世
︒
化
佛
亦
以
諸
法
實
相
故
︒
出
現
於
世
︒
法
華
經
云
︒
諸
法
實
相
義
已
爲
汝
等
說
︒
此
經
諸
菩
薩
各
說
入
不
二
相(
)
門
︒
若
菩
薩
聞
如
是
說
︒
即
見
佛
性
︒
開
佛
知
見
︒
住
不
思
議
解
脫
也
︒
(

)
『
略
疏
﹄
で
は
﹁
相
﹂
を
﹁
法
﹂
に
作
る
︒
﹁
此
經
諸
菩
薩
各
説
入
不
二
法
門
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
8
c
6
︶
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
五
【
書
き
下
し
】
第
二
に
教
に
約
し
て
如
是
を
明
か
さ
ば
︑
今
︑
四
不
可
說(
)
を
明
か
す
︒
機
に
赴
い
て
四
教
有
り
︒
四
教
に
約
し
て
即
ち
四
種
の
如
是
有
る
な
り
︒
一
に
因
緣
生
滅
の
如
是
︒
二
に
因
緣
即
空
の
如
是
︒
三
に
因
緣
假
名
の
如
是
︒
四
に
因
緣
即
中
の
如
是
な
り
︒
一
の
因
緣
生
滅
の
如
是
と
は
︑
佛
︑
昔
波
羅
奈
に
於
い
て
五
陰
生
滅
を
說
き
た
も
う
︒
俱
隣
等
は
是
く
の
如
き
說
を
聞
き(
)
︑
即
ち
悟
道
を
得
︒
此
の
經
は
土
を
復
し
て(
)
聲
聞
を
求
む
る
人
は
有
爲
法
の
無
常
を
知
り
︑
羅
漢
果
を
得
︑
及
び
法
眼
淨
を
得
︒
是
れ
を
空
し
く
出
家
し
︑
染
衣
を
著
せ
ず
し
て
︑
能
く
四
沙
門
果
を
得
る
と
爲
す
な
り
︒
二
に
因
緣
即
空
の
如
是
を
明
か
す
と
は
︑
﹃
大
品
﹄
に
說
く
が
如
く(
)
︑
﹁
三
乘
同
じ
く
第
一
義
無
言
說
道
を
見
︑
煩
惱
を
斷
ず
﹂
と
︒
此
の
經
は
﹁
迦
旃
延
を
破
し
︑
五
義
を
明
か
し
︑
二
百
比
丘
︑
是
く
の
如
き
說
を
聞
い
て
心
に
解
脫
を
得(
)
﹂
と
︒
即
ち
是
れ
人
に
無
諍
の
法
を
示
す
な
り
︒
三
に
因
緣
假
名
の
如
是
と
は
︑
﹃
無
量
義
經
﹄
に
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
摩
訶
般
若
︑
華
嚴
海
空
︵
を
説
き
︶
︑
菩
薩
の
歷
劫
修
行
を
宣
說
す
﹂
と
︒
此
の
經
に
亦
た
云
く(
)
︑
﹁
無
所
受
を
以
て
諸
受
を
受
く
﹂
と
︒
若
し
菩
薩
是
く
の
如
き
說
を
聞
か
ば
︑
道
種
智
を
得
て
︑
菩
薩
位
に
入
り
︑
衆
生
の
根
を
知
る
な
り
︒
四
に
因
緣
中
道
の
如
是
と
は
︑
﹃
大
品
﹄
に
說
く
が
如
し(
)
︒
﹁
佛
は
諸
法
實
相
を
以
て
の
故
に
世
に
出
現
し
た
も
う
︒
化
佛
も
又
亦
た
諸
法
實
相
を
以
て
の
故
に
世
に
出
現
し
た
も
う
﹂
と
︒
﹃
法
華
經
﹄
に
云
く(%
)
︑
﹁
諸
法
實
相
の
義
は
已
に
汝
等
が
爲
に
說
け
り
﹂
と
︒
此
の
經
は
︑
諸
の
菩
薩
︑
各
︑
入
不
二
相
門
を
說
く
に
︑
若
し
菩
薩
︑
是
く
の
如
き
說
を
聞
か
ば
即
ち
佛
性
を
見
︑
佛
知
見
を
開
い
て
不
思
議
解
脫
に
住
す
る
な
り(
)
︒
10
(

)
四
不
可
説
大
乗
﹃
涅
槃
経
﹄
に
説
か
れ
る
﹁
生
﹂
と
﹁
不
生
﹂
の
四
句
分
別
に
基
づ
い
た
四
種
の
不
可
説
︒
生
生
不
可
説
︑
生
不
生
不
可
説
︑
不
生
生
不
可
説
︑
不
生
不
生
不
可
説
の
四
種
を
い
う
︒
﹃
法
華
玄
義
﹄
な
ど
に
度
々
用
い
ら
れ
る
︒
﹃
涅
槃
経
﹄
徳
王
品
に
︑
﹁
佛
言
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
六
善
哉
善
哉
︒
善
男
子
︒
不
生
生
不
可
説
︒
生
生
亦
不
可
説
︒
生
不
生
亦
不
可
説
︒
不
生
不
生
亦
不
可
説
︒
生
亦
不
可
説
︒
不
生
亦
不
可
説
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
7
3
3
c
9
-
1
1
︶
と
あ
る
︒
上
記
の
引
文
で
は
﹁
生
﹂
と
﹁
不
生
﹂
と
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
︑
六
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
(

)
俱
隣
等
は
是
く
の
如
き
說
を
聞
き
俱
隣
は
阿
若
憍
陳
如
︵
A
jñ
ā
ta
k
a
u
ṅ
ḋ
in
y
a
︶
の
こ
と
︒
釈
尊
五
比
丘
の
一
人
で
他
の
四
人
と
共
に
ベ
ナ
レ
ス
の
鹿
野
苑
で
仏
の
説
法
を
聞
い
て
法
眼
淨
を
得
た
と
い
う
︒
﹃
佛
本
行
集
經
﹄
に
﹁
佛
説
如
是
法
相
之
時
︒
長
老
憍
陳
如
︒
即
於
彼
坐
︒
遠
塵
離
垢
︒
除
諸
纏
縛
︒
淨
諸
煩
惱
︒
於
諸
法
中
︒
得
淨
眼
智
︒
所
有
集
法
︒
一
切
皆
滅
︒
知
法
滅
已
︒
如
實
證
知
︒
譬
如
淨
衣
︒
無
有
垢
穢
︒
無
有
黒
縷
︒
隨
所
染
處
︒
而
受
其
色
︒
如
是
如
是
︒
彼
憍
陳
如
︒
即
於
坐
處
︒
諸
垢
皆
除
︒
煩
惱
盡
滅
︒
得
法
眼
淨
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
︑
8
1
1
c
1
2
-
1
7
︶
と
あ
る
︒
(

)
此
の
經
は
土
を
復
し
て
『
維
摩
経
﹄
仏
国
品
に
﹁
佛
攝
神
足
︒
於
是
世
界
還
復
如
故
︒
求
聲
聞
乘
三
萬
二
千
天
及
人
︒
知
有
爲
法
皆
悉
無
常
︒
遠
塵
離
垢
得
法
眼
淨
︒
八
千
比
丘
不
受
諸
法
漏
盡
意
解
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
3
9
a
3
-
6
︶
と
あ
る
︒
(

)
大
品
に
說
く
が
如
く
『
大
品
般
若
経
﹄
に
﹁
何
以
故
︒
第
一
義
中
無
言
説
道
斷
結
故
説
後
際
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
︑
3
7
6
a
1
4
-
1
5
︶
と
あ
る
︒
(

)
此
の
經
は
迦
旃
延
を
破
し
︑
⁝
⁝
心
に
解
脫
を
得
︒
迦
旃
延
は
K
ā
ty
ā
y
a
n
a
の
音
写
︒
仏
弟
子
中
︑
論
義
第
一
の
弟
子
︒
五
義
と
は
︑
無
常
義
︑
苦
義
︑
空
義
︑
無
我
義
︑
寂
滅
義
を
い
う
︒
﹃
維
摩
経
﹄
弟
子
品
に
﹁
佛
告
摩
訶
迦
旃
延
︒
汝
行
詣
維
摩
詰
問
疾
︒
迦
旃
延
白
佛
言
︒
世
尊
︒
我
不
堪
任
詣
彼
問
疾
︒
所
以
者
何
︒
憶
念
昔
者
佛
爲
諸
比
丘
略
説
法
要
︒
我
即
於
後
敷
演
其
義
︒
謂
無
常
義
苦
義
空
義
無
我
義
寂
滅
義
︒
時
維
摩
詰
來
謂
我
言
︒
唯
迦
旃
延
︒
無
以
生
滅
心
行
説
實
相
法
︒
迦
旃
延
︒
諸
法
畢
竟
不
生
不
滅
︒
是
無
常
義
︒
五
受
陰
洞
達
空
無
所
起
︒
是
苦
義
︒
諸
法
究
竟
無
所
有
︒
是
空
義
︒
於
我
無
我
而
不
二
︒
是
無
我
義
︒
法
本
不
然
今
則
無
滅
︒
是
寂
滅
義
︒
説
是
法
時
彼
諸
比
丘
心
得
解
脱
︒
故
我
不
任
詣
彼
問
疾
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
1
a
1
2
-
2
2
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
無
量
義
經
﹄
に
云
う
が
如
し
説
法
品
に
﹁
次
説
方
等
十
二
部
經
摩
訶
般
若
華
嚴
海
雲
︒
演
説
菩
薩
歴
劫
修
行
︒
而
百
千
比
丘
萬
億
人
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
七
天
︒
無
量
得
須
陀
洹
︒
得
斯
陀
含
︒
得
阿
那
含
︒
得
阿
羅
漢
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
3
8
6
b
2
5
-
2
8
︶
と
あ
る
︒
ま
た
こ
の
経
文
は
﹃
法
華
玄
義
﹄
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
三
︑
8
0
7
c
5
-
6
︶
や
﹃
法
華
文
句
﹄
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
四
︑
8
7
c
1
0
-
1
1
︶
に
も
引
か
れ
る
︒
(

)
此
の
經
に
亦
た
云
く
『
維
摩
経
﹄
問
疾
品
に
﹁
有
餘
病
︒
唯
有
空
病
空
病
亦
空
︒
是
有
疾
菩
薩
以
無
所
受
而
受
諸
受
︒
未
具
佛
法
亦
不
滅
受
而
取
證
也
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
5
a
1
3
-
1
5
︶
と
あ
る
︒
(

)
大
品
に
說
く
が
如
し
『
大
品
般
若
経
﹄
に
﹁
佛
語
須
菩
提
︒
佛
以
諸
法
實
相
故
︒
與
一
切
衆
生
天
及
人
作
福
田
︒
化
佛
亦
以
諸
法
實
相
故
︒
與
一
切
衆
生
天
及
人
作
福
田
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
︑
3
7
5
a
6
-
8
︶
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
佛
告
須
菩
提
︒
知
諸
法
實
義
故
名
爲
佛
︒
復
得
諸
法
實
相
故
名
爲
佛
︒
﹂
︵
同
前
︑
3
7
9
a
1
5
-
1
6
︶
と
あ
る
︒
(
%
)
『
法
華
經
﹄
に
云
く
序
品
に
﹁
諸
法
實
相
義
已
爲
汝
等
説
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
5
a
1
0
︶
と
あ
る
︒
(
)
此
の
經
は
⁝
⁝
住
す
る
な
り
︒
﹁
入
不
二
相
門
﹂
は
入
不
二
法
門
品
で
説
か
れ
る
入
不
二
法
門
に
同
じ
︒
﹁
住
不
思
議
解
脱
﹂
は
不
思
議
品
10
に
﹁
唯
應
度
者
乃
見
須
彌
入
芥
子
中
︒
是
住
不
思
議
解
脱
法
門
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
6
b
2
9
︶
と
あ
る
︒
﹁
開
佛
知
見
﹂
は
﹃
妙
法
華
﹄
方
便
品
の
語
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
7
a
2
4
︶
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
2
a
1
9
-
b
1
7
佛
法
有
此
四
種
如
是
義
︒
故
一
切
衆
經
之
初
︒
皆
安
如
是
︒
若
華
嚴
經
頓
教
︒
有
因
緣
假
名
中
道
二
種
如
是
︒
若
三
藏
教
聲
聞
經
︒
但
有
一
因
緣
生
滅
如
是
︒
若
諸
方
等
大
乘
具
有
四
種
如
是
︒
若
摩
訶
般
若
除
生
滅
如
是
︒
具
有
三
種
如
是
︒
法
華
經
但
因
緣
中
道
實
相
一
種
如
是
︒
若
大
涅
槃
明
諸
佛
法
界
︒
亦
具
足
四
﹇
4
7
2
b
﹈
種
如
是
︒
此
經
猶
是
方
等
大
乘
︒
生
蘇
不
定
之
說
︒
具
有
四
種
如
是
︒
如
上
所
引
經
文
︒
此
經
既
具
四
如
是
︒
經
初
標
如
是
之
言
也
︒
問
曰
︒
理
無
二
︒
是
何
得
有
四
如
是
︒
答
曰
︒
諸
法
畢
竟
不
可
說
︒
非
權
非
實
︒
尚
無
一
如
是
︒
何
況
有
四
︒
而
權
而
實
者
︒
權
故
說
三
如
是
︒
實
故
說
一
如
是
︒
權
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
八
實
備
明
則
有
四
如
是
也
︒
第
三
觀
心
明
如
是
義
者
︒
即
是
三
觀
明
四
如
是
也
︒
如
前
引
華
嚴
經
云
︒
欲
知
如
來
心
︒
但
觀
衆
生
心
︒
若
見
如
來
心
︒
即
見
衆
生
心
︒
如
破
一
微
塵
出
三
千
大
千
世
界
經
卷
也
︒
衆
生
一
念
︒
無
明
因
緣
所
生
之
心
︒
即
具
四
種
如
是
之
理
︒
若
觀
心
因
緣
生
滅(
)
從
假
入
空
︒
即
是
生
滅
如
是
︒
若
觀
心
因
緣
即
空
︒
體
假
入
空
即
是
空
真
諦
如
是
︒
若
觀
心
因
緣
︒
知
空
非
空
︒
入
假
無
滯
即
假
名
如
是
︒
若
觀
心
因
緣
即
一
實
諦
佛
性
︒
即
是
中
道
如
是
也
︒
是
爲
約
觀
心
具
四
種
如
是
義
也
︒
問
曰
︒
若
觀
心
即
具
四
如
是
者
︒
應
即
是
佛
菩
薩
也
︒
答
曰
︒
當
用
六
即
分
別
︒
進
不
叨
濫
生
增
上
慢
︒
退
免
貧
人
數
寶
無
分
之
失
也
︒
(

)
底
本
に
は
﹁
滅
﹂
の
次
に
﹁
生
﹂
の
一
字
あ
る
も
︑
意
味
上
か
ら
し
て
衍
字
︒
今
︑
削
除
す
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
若
觀
心
因
縁
生
滅
入
空
︒
即
生
滅
如
是
即
空
︒
即
假
即
中
例
説
可
知
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
8
c
2
1
-
2
2
︶
と
あ
る
︒
【
書
き
下
し
】
佛
法
に
此
の
四
種
の
如
是
の
義
有
り
︒
故
に
一
切
衆
經
の
初
に
︑
皆
如
是
を
安お
く
︒
華
嚴
經
頓
教
の
如
き
は
因
緣
假
名
と
中
道
の
二
種
の
如
是
有
り
︒
三
藏
教
聲
聞
經
の
如
き
は
但
だ
一
の
因
緣
生
滅
の
如
是
有
り(
)
︒
諸
の
方
等
大
乘
の
如
き
は
具
さ
に
四
種
の
如
是
有
り(
)
︒
摩
訶
般
若
の
如
き
は
生
滅
の
如
是
を
除
き
︑
具
さ
に
三
種
の
如
是
有
り(
)
︒
法
華
經
は
但
だ
因
緣
中
道
實
相
一
種
の
如
是
な
り
︒
大
涅
槃
の
如
き
は
諸
佛
の
法
界
を
明
か
し
︑
亦
た
四
種
の
如
是
を
具
足
す(
)
︒
此
の
經
は
猶
お
是
れ
方
等
大
乘
︑
生
蘇
不
定
の
說(
)
に
し
て
︑
具
さ
に
四
種
の
如
是
有
り
︒
上
に
所
引
の
經
文
の
如
し
︒
此
の
經
は
既
に
四
の
如
是
を
具
す
︒
經
の
初
に
如
是
の
言
を
標
す
る
な
り
︒
問
う
て
曰
く
︑
﹁
理
に
二
の
是
無
し
︒
何
ぞ
四
の
如
是
有
る
を
得
ん
や
﹂
と
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
九
答
え
て
曰
く
︑
﹁
諸
法
は
畢
竟
不
可
說
に
し
て
非
權
︑
非
實
な
り
︒
尚
︑
一
の
如
是
無
し
︒
何
ぞ
況
や
四
有
ら
ん
や
︒
而
し
て
權
︑
而
し
て
實
な
れ
ば
︑
權
な
る
が
故
に
三
如
是
を
說
く(
)
︒
實
な
る
が
故
に
一
如
是
を
說
く(
)
︒
權
實
備
さ
に
明
か
な
ら
ば
則
ち
四
如
是
有
る
な
り
﹂
と
︒
第
三
に
觀
心
に
如
是
の
義
を
明
か
す
と
は
︑
即
ち
是
れ
三
觀
も
て
四
如
是
を
明
か
す
な
り
︒
前
に
華
嚴
經
を
引
い
て
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
如
來
心
を
知
ら
ん
と
欲
さ
ば
︑
但
だ
衆
生
心
を
觀
ず
べ
し
︒
若
し
如
來
心
を
見
れ
ば
︑
即
ち
衆
生
心
を
見
る
︒
一
微
塵
を
破
し
て
三
千
大
千
世
界
の
經
卷
を
出
す
が
如
き
な
り
﹂
と
︒
衆
生
の
一
念
は
無
明
因
緣
所
生
の
心
な
り
︒
即
ち
四
種
の
如
是
の
理
を
具
す
︒
若
し
因
緣
生
滅
を
觀
心
せ
ば
假
從
り
空
に
入
る
︒
即
ち
是
れ
生
滅
の
如
是
な
り
︒
若
し
因
緣
即
空
を
觀
心
せ
ば
假
を
體
し
て
空
に
入
る
︒
即
ち
是
れ
空
の
真
諦
の
如
是
な
り
︒
若
し
因
緣
を
觀
心
せ
ば
空
・
非
空
を
知
り
︑
假
に
入
り
て
滯
り
無
し
︒
即
ち
假
名
の
如
是
な
り
︒
若
し
因
緣
即
一
の
實
諦
佛
性
を
觀
心
せ
ば
︑
即
ち
是
れ
中
道
の
如
是
な
り
︒
是
れ
を
觀
心
に
約
し
て
具
さ
に
四
種
の
如
是
の
義
を
具
す
と
爲
す
な
り
︒
問
う
て
曰
く
︑
﹁
若
し
心
を
觀
ぜ
ば
即
ち
四
如
是
を
具
す
と
は
︑
應
に
即
ち
是
れ
佛
菩
薩
た
る
べ
き
や
﹂
と
︒
答
え
て
曰
く
︑
﹁
當
に
六
即(%
)
を
用
い
て
分
別
し
︑
進
み
て
は
叨
濫(
)
し
て
增
上
慢
を
生
ぜ
ず
︑
退
し
て
は
貧
人
寶
を
數
え
る
に
分
無
10
き
の
失
を
免
る
べ
き
な
り
﹂
と
︒
(

)
但
だ
一
の
因
緣
生
滅
の
如
是
有
り
化
法
四
教
の
う
ち
の
三
蔵
教
は
︑
説
法
の
順
序
か
ら
言
え
ば
︑
華
厳
に
続
い
て
第
二
時
の
説
法
で
あ
る
が
︑
た
だ
因
縁
生
滅
一
種
類
の
教
説
の
み
を
説
く
の
で
︑
一
つ
の
如
是
し
か
な
い
と
い
う
︒
(

)
諸
の
方
等
大
乘
の
如
き
は
⁝
⁝
四
種
の
如
是
有
り
方
等
大
乘
は
一
代
五
時
の
説
法
順
で
は
第
三
方
等
時
に
相
当
し
︑
大
小
二
乘
が
対
説
さ
れ
︑
教
説
内
容
に
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
の
四
教
が
併
説
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
で
四
種
の
如
是
が
あ
る
と
い
う
︒
(

)
摩
訶
般
若
の
如
き
は
⁝
⁝
三
種
の
如
是
有
り
第
四
時
の
般
若
時
は
︑
一
切
空
を
説
い
て
大
小
二
乘
の
差
別
を
払
拭
す
る
︒
し
た
が
っ
て
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
〇
小
乗
は
存
在
せ
ず
︑
み
な
大
乗
で
あ
る
が
︑
そ
の
中
に
通
・
別
・
円
の
三
教
が
存
在
す
る
の
で
三
種
の
如
是
が
あ
る
と
い
う
︒
(

)
大
涅
槃
の
如
き
は
⁝
⁝
四
種
の
如
是
を
具
足
す
『
涅
槃
経
﹄
は
﹃
法
華
経
﹄
と
と
も
に
第
五
時
の
説
法
で
あ
る
が
︑
﹃
法
華
経
﹄
が
純
円
で
あ
る
の
に
対
し
︑
﹃
涅
槃
経
﹄
は
追
説
追
泯
の
説
な
の
で
︑
四
教
を
重
説
す
る
︒
そ
れ
で
四
種
の
如
是
が
あ
る
こ
と
に
な
る
︒
(

)
生
蘇
不
定
の
說
『
維
摩
経
﹄
は
五
時
の
説
法
で
は
第
三
の
方
等
時
の
教
︑
五
味
か
ら
い
え
ば
生
蘇
味
に
相
当
す
る
︒
ま
た
そ
の
説
法
を
聞
い
て
得
る
利
益
が
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
︑
化
儀
の
四
教
か
ら
い
え
ば
不
定
教
に
相
当
す
る
︒
(

)
三
如
是
を
說
く
因
緣
生
滅
の
如
是
︑
因
緣
即
空
の
如
是
︑
因
緣
假
名
の
如
是
を
い
う
︒
(

)
一
如
是
を
說
く
因
緣
即
中
の
如
是
の
こ
と
︒
(

)
『
華
厳
経
﹄
を
引
い
て
云
う
が
如
し
『
六
十
華
厳
﹄
に
﹁
彼
三
千
大
千
世
界
等
經
卷
︒
在
一
微
塵
内
︒
一
切
微
塵
亦
復
如
是
︒
時
有
一
人
︒
出
興
於
世
︒
智
慧
聰
達
︒
具
足
成
就
清
淨
天
眼
︒
見
此
經
卷
在
微
塵
内
︒
作
如
是
念
︒
云
何
如
此
廣
大
經
卷
在
微
塵
内
︒
而
不
饒
益
衆
生
耶
︒
我
當
勤
作
方
便
破
彼
微
塵
︒
出
此
經
卷
饒
益
衆
生
︒
爾
時
彼
人
︒
即
作
方
便
破
壞
微
塵
︒
出
此
經
卷
饒
益
衆
生
︒
︵
中
略
︶
欲
知
如
來
心
應
解
最
勝
智
如
來
智
無
量
最
勝
心
亦
然
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
6
2
4
a
7
-
2
8
︶
と
あ
る
︒
(
%
)
六
即
円
教
に
お
け
る
修
道
の
階
位
︒
理
即
︑
名
字
即
︑
観
行
即
︑
相
似
即
︑
分
真
即
︑
究
竟
即
の
六
位
を
い
う
︒
(
)
叨
濫
｢
叨
﹂
も
﹁
濫
﹂
も
同
義
の
字
義
で
︑
﹁
み
だ
り
に
⁝
す
る
﹂
︑
﹁
思
い
上
が
っ
て
⁝
す
る
﹂
﹁
混
乱
す
る
﹂
の
意
︒
﹃
法
華
玄
義
﹄
に
10
も
﹁
八
善
識
次
位
者
︒
雖
修
如
此
正
助
等
法
︒
不
得
即
言
我
是
聖
人
︒
叨
濫
眞
似
不
識
賢
聖
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
三
︑
7
8
6
c
2
0
-
2
1
︶
な
ど
と
あ
り
︑
﹃
摩
訶
止
観
﹄
に
も
﹁
非
淨
非
不
淨
︒
枯
榮
雙
遣
而
入
涅
槃
︒
學
諸
對
治
助
開
三
脱
︒
明
識
六
即
不
起
叨
濫
我
所
觀
眼
雖
具
五
眼
︒
但
是
名
字
但
是
觀
行
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
十
六
︑
1
0
1
b
3
-
5
︶
な
ど
の
用
例
が
あ
る
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
一
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
2
b
1
8
-
4
7
3
a
1
2
我
聞此
即
是
阿
難
等
諸
弟
子
︒
親
所
聞
法
︒
故
謂
我
聞
︒
今
解
亦
爲
三
意
︒
一
總
釋
︒
二
別
約
教
釋
︒
三
約
觀
心
︒
第
一
總
釋
者
︒
阿
難
親
承
音
旨
︒
故
言
我
聞
︒
所
以
然
者
︒
若
傳
從
佗(
)
聞
多
致
偽
謬
︒
師
心
自
說
何
必
定
合
道
理
︒
今
既
親
聞
佛
說
︒
是
則
可
信
︒
群
情
承
受
無
所
致
疑
也
︒
大
智
度
論
云
︒
隨
俗
故
說
我
︒
和
合
故
A
聞
︒
隨
俗
故
說
我
者
︒
諸
﹇
4
7
2
c
﹈
無
學
人
及
見
道
學
人
︒
無
傳
持
佛
法
利
益
衆
生
︒
故
順
俗
說
我
︒
外
宜
順
俗
無
諍
︒
內
不
乖
實
法
︒
故
得
傳
經
利
物
︒
譬
如
用
金
錢
買
銅
錢
︒
賣
買
法
爾
︒
人
無
恠
也
︒
和
合
故
A
聞
者
︒
耳
根
不
壞
︒
聲
在
可
聞
處
︒
意(
)
欲
聞
情
塵
和
合
︒
耳
識
即
生
︒
意
識
能
分
別
種
種
所
聞
︒
是
則
和
合
︒
故
A
聞
也
︒
阿
難
等
內
則
耳
根
聰
利
︒
外
則
對
佛
八
音
清
辯
領
納
無
遺
︒
故
A
我
聞
也
︒
問
曰
︒
大
智
論
云
︒
阿
難
是
佛
得
道
夜
生
︒
涅
槃
明
︒
佛
成
道
後
過
二
十
年
︒
阿
難
方
爲
給
使
︒
自
爾
之
前
佛
說
經
︒
阿
難
不
聞
︒
如
來
將
入
涅
槃
︒
阿
難
爲
魔
所
蔽
︒
亦
不
得
聞
︒
云
何
皆
A
如
是
我
聞
︒
答
曰
︒
大
智
論
云
︒
阿
難
將
欲
結
集
法
藏
︒
合
掌
向
佛
涅
槃
處
︒
而
說
偈
言
︒
佛
初
說
法
時
︒
爾
時
我
不
見
如
是
︒
展
轉
聞
乃
至
波
羅
奈
︒
展
轉
聞
者
解
有
二
意
︒
一
舍
利
弗
問
經
云
︒
阿
難
修
不
忘
禪
︒
得
佛
覺
三
昧
︒
以
三
昧
力
︒
自
能
尋
佛
言
說
︒
展
轉
至
波
羅
奈
︒
悉
皆
聞
持
︒
故
言
我
聞
也
︒
二
解
云
︒
阿
難
所
未
聞
經
︒
佛
次
第
爲
說
︒
乃
至
波
羅
奈
︒
故
云
我
聞
也
︒
何
以
得
知
然
︒
阿
難
本
願
爲
佛
侍
者
︒
聞
持
佛
經
︒
如
賢
愚
經
所
明
︒
阿
難
宿
世
本
爲
長
者
︒
因
施
食
故
發
願
︒
爲
聞
持
弟
子
︒
又
報
恩
經
說
︒
阿
難
從
佛
求
乞
四
願
︒
三
願
如
大
涅
槃
說
︒
第
四
願
者
︒
佛
所
說
經
未
聞
之
者
︒
更
請
爲
說
︒
佛
可
其
願
︒
有
所
不
聞
重
爲
說
也
︒
阿
難
所
傳
有
八
億
四
千
萬
卷
︒
皆
言
我
聞
︒
復
次
大
智
論
明
︒
結
集
法
藏
︒
優
波
離
等
各
登
高
座
︒
皆
A
如
是
我
聞
︒
未
必
竝
是
阿
難
也
︒
問
曰
︒
阿
難
但
結
集
小
乘
經
﹇
4
7
3
a
﹈
A
我
聞
︒
亦
結
集
大
乘
經
A
我
聞
耶
︒
答
曰
︒
解
者
不
同
︒
有
言
︒
阿
難
但
結
集
小
乘
A
我
聞
︒
諸
大
乘
經
︒
是
文
殊
師(
)
利
彌
勒
等
諸
大
菩
薩
所
共
結
集
︒
A
我
聞
也
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
二
又
解
言
︒
阿
難
非
但
止
結
集
小
乘
︒
亦
結
集
共
二
乘
說
大
乘
經
︒
故
大
品
付
屬
阿
難
︒
此
經
亦
爾
︒
其
不
共
二
乘
說
者
︒
大
菩
薩
結
集
也
︒
又
云
︒
阿
難
亦
結
集
不
共
二
乘
說
大
乘
經
︒
如
正
法
念
經
云
︒
阿
難
有
三
A
︒
一
阿
難
賢
︒
二(
)
阿
難
持
︒
三
阿
難
海
︒
今
謂
若
阿
難
賢
者
︒
聞
持
三
藏
教
︒
阿
難
持
者
︒
聞
持
共
二
乘
說
大
乘
法
︒
阿
難
海
者
︒
聞
持
不
共
二
乘
說
大
乘
經
也
︒
故
法
華
云
︒
阿
難
聞
佛
授
記
︒
即
時
憶
念
過
去
無
量
千
萬
億
諸
佛
法
藏
︒
如
今
所
聞
︒
亦
識
本
願
︒
豈
不
能
備
持
一
佛
之
教
也
︒
(

)
｢
佗
﹂
は
﹁
他
﹂
の
音
通
︒
﹃
略
疏
﹄
に
は
﹁
若
傳
從
他
聞
多
致
僞
謬
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
8
c
2
6
︶
と
あ
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
意
上
疑
脫
作
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
聞
者
︒
耳
根
不
壞
作
意
欲
聞
情
塵
和
合
耳
識
即
生
﹂
︵
同
前
書
︑
5
6
9
a
2
-
3
︶
と
あ
る
が
︑
こ
の
部
分
は
﹃
大
智
度
論
﹄
の
﹁
意
欲
聞
情
塵
意
和
合
故
耳
識
生
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
4
c
3
-
4
︶
を
踏
ま
え
て
の
表
現
と
思
わ
れ
る
の
で
︑
今
は
採
ら
な
い
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
に
﹁
師
﹂
の
字
な
し
︒
欄
外
注
記
に
﹁
殊
下
疑
脫
師
字
﹂
と
あ
る
︒
今
︑
補
う
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
に
﹁
二
﹂
字
な
し
︒
欄
外
注
記
に
﹁
阿
上
疑
脫
二
字
﹂
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
今
︑
補
う
︒
【
書
き
下
し
】
我
聞此
れ
即
ち
是
れ
阿
難
等
の
諸
の
弟
子
︑
親
し
く
聞
く
所
の
法
な
る
が
故
に
︑
﹁
我
聞
け
り
﹂
と
謂
う
︒
今
︑
解
す
に
亦
た
三
意
と
爲
す
︒
一
に
は
總
じ
て
釋
す
︒
二
に
は
別
し
て
教
に
約
し
て
釋
す
︒
三
に
は
觀
心
に
約
す
︒
第
一
の
總
じ
て
釋
す
と
は
︑
阿
難
は
親
し
く
音
旨
を
承
く
る
が
故
に
﹁
我
聞
け
り
﹂
と
言
う
︒
然
る
所
以
は
︑
若
し
傳
う
る
に
佗
從
り
聞
く
こ
と
多
け
れ
ば
︑
偽
謬
を
致
す
︒
心
を
師
と
す
れ
ば
自
說
何
ぞ
必
定
し
て
道
理
に
合
わ
ん
や
︒
今
︑
既
に
親
し
く
佛
說
を
聞
け
り
︒
是
れ
則
ち
信
ず
べ
し
︒
群
情
︑
承
受
し
て
疑
を
致
す
所
無
き
な
り
︒
﹃
大
智
度
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
俗
に
隨
う
が
故
に
我
と
說
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
三
く
︒
和
合
の
故
に
聞
と
A
す
︒
俗
に
隨
う
が
故
に
我
と
說
く
と
は
︑
諸
の
無
學
人
及
び
見
道
の
學
人
︑
佛
法
を
傳
持
し
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
無
き
が
故
に
︑
俗
に
順
じ
て
我
と
說
く
︒
外
に
は
宜
し
く
俗
に
順
じ
て
諍
い
無
く
︑
內
に
は
實
法
に
乖
か
ら
ざ
る
べ
し
︒
故
に
經
を
傳
え
︑
物
を
利
す
る
こ
と
を
得
︒
譬
え
ば
金
錢
を
用
い
て
銅
錢
を
買
う
に
賣
買
は
法
爾
に
し
て
︑
人
恠
し
む
こ
と
無
き
が
如
く
な
り
﹂
と
︒
｢
和
合
の
故
に
聞
と
A
す
﹂
と
は
︑
耳
根
壞
せ
ず
︒
聲
は
聞
く
べ
き
處
に
在
り
︒
意
︑
聞
か
ん
と
欲
し
て
情
・
塵
和
合
し
て
︑
耳
識
即
ち
生
じ
︑
意
識
能
く
種
種
の
所
聞
を
分
別
す(
)
︒
是
れ
則
ち
﹁
和
合
の
故
に
聞
と
A
す
﹂
る
な
り
︒
阿
難
等
︑
內
に
は
則
ち
耳
根
聰
利
に
︑
外
に
は
則
ち
佛
の
八
音
清
辯(
)
に
對
し
て
領
納
す
る
こ
と
遺のこ
り
無
き
が
故
に
﹁
我
聞
け
り
﹂
と
A
す
る
な
り
︒
問
う
て
曰
く
︑
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
阿
難
は
是
れ
佛
の
得
道
の
夜
に
生
ま
る
﹂
と
︒
﹃
涅
槃
﹄
の
明
さ
く(
)
︑
﹁
佛
の
成
道
後
二
十
年
を
過
ぎ
て
︑
阿
難
方まさ
に
給
使
と
爲
れ
り
﹂
と
︒
爾
れ
よ
り
の
前
に
佛
の
說
經
を
阿
難
は
聞
か
ず
︒
如
來
將
に
涅
槃
に
入
ら
ん
と
す
る
に
︑
阿
難
は
魔
の
蔽
ふ
所
と
爲
り
︑
亦
た
聞
く
こ
と
を
得
ず(
)
︒
云
何
が
皆
︑
﹁
是
く
の
如
く
我
聞
け
り
﹂
と
A
す
る
や
︒
答
え
て
曰
く
︑
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
阿
難
︑
將
に
法
藏
を
結
集
せ
ん
と
欲
し
て
︑
合
掌
し
て
佛
涅
槃
の
處
へ
向
か
い
て
︑
偈
を
說
い
て
言
わ
く
︑
﹁
佛
の
初
め
て
說
法
す
る
時
︑
爾
の
時
︑
我
れ
見まみ
え
ず
︒
是
く
の
如
く
展
轉
し
て
聞
き
︑
乃
ち
波
羅
奈
に
至
る
﹂
と
︒展
轉
し
て
聞
く
と
は
︑
解
に
二
意
有
り
︒
一
に
は
﹃
舍
利
弗
問
經
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
阿
難
は
修
す
る
に
禪
を
忘
れ
ず
︑
佛
覺
三
昧
を
得
た
り
﹂
と
︒
三
昧
力
を
以
て
自
ら
能
く
佛
の
言
說
を
尋
ね
︑
展
轉
し
て
波
羅
奈(%
)
に
至
る
︒
悉
く
皆
な
聞
持
す
る
が
故
に
﹁
我
聞
﹂
と
言
う
な
り
︒
二
に
解
し
て
云
く
︒
阿
難
の
未
だ
聞
か
ざ
る
所
の
經
︑
佛
︑
次
第
に
爲
に
說
き
︑
乃
ち
波
羅
奈
に
至
る
︒
故
に
我
聞
と
云
う
な
り
︒
何
を
以
て
然
り
と
知
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
阿
難
は
本
よ
り
佛
の
侍
者
と
爲
っ
て
佛
の
經
を
聞
持
せ
ん
と
願
え
り
︒
﹃
賢
愚
經
﹄
の
明
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
四
か
す
所
の
如
し(
)
︒
阿
難
の
宿
世
は
本
と
長
者
た
り
︒
食
を
施
す
に
因
る
が
故
に
願
を
發
せ
り
︒
﹁
聞
持
の
弟
子
と
爲
ら
ん
﹂
と
︒
又
︑
10
﹃
報
恩
經
﹄
に
說
く(
)
︒
﹁
阿
難
は
佛
に
從
い
︑
四
願
を
求
め
乞
う
﹂
と
︒
三
願
は
﹃
大
涅
槃
﹄
に
說
く
が
如
し(
)
︒
第
四
願
は
︑
佛
の
所
11
12
說
の
經
の
未
だ
聞
か
ざ
る
の
も
の
︑
更
に
爲
に
說
き
た
ま
え
と
請
う
︒
佛
︑
其
の
願
を
可
と
せ
り
︒
聞
か
ざ
る
所
有
る
を
重
ね
て
爲
に
說
き
た
も
う
な
り
︒
阿
難
の
傳
う
る
所
︑
八
億
四
千
萬
卷
有
り
︒
皆
﹁
我
聞
﹂
と
言
う
︒
復
た
次
に
﹃
大
智
論
﹄
に
明
か
す(
)
︒
13
﹁
法
藏
を
結
集
す
る
に
︑
優
波
離
等
︑
各
︑
高
座
に
登
り
︑
皆
︑
如
是
我
聞
と
A
せ
り
﹂
と
︒
未
だ
必
ず
し
も
竝
び
に
是
れ
阿
難
な
ら
ざ
る
な
り
︒
問
う
て
曰
く
︒
阿
難
は
但
だ
小
乘
經
の
み
を
結
集
し
て
﹁
我
聞
﹂
と
A
す
︒
亦
た
大
乘
經
を
結
集
し
て
﹁
我
聞
﹂
と
A
す
る
や
と
︒
答
え
て
曰
く
︒
解
は
同
じ
か
ら
ず
︒
有
る
の
言
わ
く(
)
︒
阿
難
は
但
だ
小
乘
を
結
集
し
て
﹁
我
聞
﹂
と
A
す
︒
諸
の
大
乘
經
は
︑
是
14
れ
文
殊
師
利
・
彌
勒
等
の
諸
の
大
菩
薩
の
共
に
結
集
し
て
﹁
我
聞
﹂
と
A
す
る
所
な
り
と
︒
又
解
し
て
言
わ
く(
)
︑
阿
難
は
但
だ
小
乘
を
結
集
す
る
に
止
ま
る
に
非
ず
︒
亦
た
共
二
乘
說
の
大
乘
經
を
結
集
せ
り
︒
故
に
大
品
は
15
阿
難
に
付
屬
す
︒
此
の
經
も
亦
た
爾
り
︒
其
の
二
乘
說
に
共
せ
ざ
る
も
の
は
︑
大
菩
薩
の
結
集
な
り
と
︒
又
云
く(
)
︒
阿
難
は
亦
た
不
共
二
乘
說
の
大
乘
經
も
結
集
せ
り
︒
﹃
正
法
念
經
﹄
に
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
阿
難
に
三
A
有
り
︒
一
に
阿
難
16
17
賢
︒
二
に
阿
難
持
︒
三
に
阿
難
海
な
り
︒
今
︑
阿
難
は
賢
の
若
し
と
謂
う
は
︑
三
藏
教
を
聞
持
す
れ
ば
な
り
︒
阿
難
持
と
は
︑
共
二
乘
說
の
大
乘
法
を
聞
持
す
れ
ば
な
り
︒
阿
難
海
と
は
︑
不
共
二
乘
說
の
大
乘
經
を
聞
持
す
る
な
り
︒
故
に
﹃
法
華
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
阿
18
難
︑
佛
の
授
記
を
聞
き
︑
即
時
に
過
去
無
量
千
萬
億
の
諸
佛
の
法
藏
を
憶
念
す
﹂
と
︒
今
の
聞
く
所
の
如
し
︒
亦
た
本
願
を
識
る
︒
豈
に
一
佛
の
教
を
備
さ
に
持
す
る
能
わ
ざ
る
や
︒
(

)
『
大
智
度
論
﹄
に
云
く
同
論
巻
第
一
に
﹁
佛
弟
子
輩
雖
知
無
我
︒
隨
俗
法
説
我
︒
非
實
我
也
︒
如
以
金
錢
買
銅
錢
人
無
笑
者
︒
何
以
故
︒
賣
買
法
應
爾
︒
言
我
者
亦
如
是
︒
於
無
我
法
中
而
説
我
︒
隨
世
俗
故
不
應
難
︒
如
天
問
經
中
偈
説
隨
世
故
用
一
種
語
︒
佛
弟
子
隨
俗
故
説
我
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
五
無
有
咎
︒
復
次
若
人
著
無
吾
我
相
︒
言
是
實
餘
妄
語
︒
是
人
應
難
︒
汝
一
切
法
實
相
無
我
︒
聞
者
今
當
説
︒
問
曰
︒
聞
者
云
何
︒
聞
用
耳
根
聞
耶
︒
用
耳
識
聞
︒
用
意
識
聞
耶
︒
若
耳
根
聞
︒
耳
根
無
覺
知
故
不
應
聞
︒
若
耳
識
聞
︒
耳
識
一
念
故
不
能
分
別
︒
不
應
聞
︒
若
意
識
聞
︒
意
識
亦
不
能
聞
︒
何
以
故
︒
先
五
識
識
五
塵
︒
然
後
意
識
識
︒
意
識
不
能
識
現
在
五
塵
︒
唯
識
過
去
未
來
五
塵
︒
若
意
識
能
識
現
在
五
塵
者
︒
盲
聾
人
亦
應
識
聲
色
︒
何
以
故
︒
意
識
不
破
故
︒
答
曰
︒
非
耳
根
能
聞
聲
︒
亦
非
耳
識
亦
非
意
識
能
聞
聲
︒
事
從
多
因
縁
和
合
故
得
聞
聲
︒
不
得
言
一
法
能
聞
聲
︒
何
以
故
︒
耳
根
無
覺
故
不
應
聞
聲
︒
識
無
色
無
對
無
處
故
︒
亦
不
應
聞
聲
︒
聲
無
覺
亦
無
根
故
不
能
知
聲
︒
爾
時
耳
根
不
破
︒
聲
至
可
聞
處
︒
意
欲
聞
情
塵
意
和
合
故
耳
識
生
︒
隨
耳
識
即
生
意
識
︒
能
分
別
種
種
因
縁
得
聞
聲
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
4
a
1
6
-
c
5
︶
と
あ
る
︒
(

)
情
・
塵
和
合
し
て
⁝
⁝
所
聞
を
分
別
す
｢
情
﹂
と
は
認
識
主
観
の
こ
と
︒
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
六
根
の
う
ち
の
耳
根
を
い
う
︒
﹁
塵
﹂
は
認
識
の
対
象
と
し
て
の
六
境
を
い
う
が
︑
こ
こ
で
は
声
の
こ
と
︒
耳
根
と
声
境
が
接
触
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
聴
覚
に
よ
る
認
識
が
成
立
し
︑
そ
の
認
識
内
容
を
意
識
が
種
種
に
分
別
す
る
︑
の
意
︒
(

)
八
音
清
辯
八
音
と
は
︑
仏
の
音
声
が
具
え
る
柔
軟
音
な
ど
の
八
種
の
特
徴
︒
清
辯
と
は
︑
清
ら
か
な
弁
舌
︒
八
音
を
具
え
た
仏
の
清
ら
か
な
弁
舌
︑
の
意
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
同
論
巻
第
三
に
︑
阿
難
は
釈
尊
の
父
︑
浄
飯
王
の
弟
で
あ
る
斛
飯
王
の
子
と
し
て
︑
仏
の
成
道
の
日
に
生
ま
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
﹁
王
言
我
子
雖
捨
轉
輪
聖
王
︒
今
得
法
轉
輪
王
定
得
大
利
無
所
失
也
︒
王
心
大
歡
喜
︒
是
時
斛
飯
王
家
使
來
白
淨
飯
王
︒
言
︒
貴
弟
生
男
︒
王
心
歡
喜
言
︒
今
日
大
吉
︒
是
歡
喜
日
︒
語
來
使
言
︒
是
兒
當
字
爲
阿
難
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
8
4
a
8
-
1
2
︶
(

)
『
涅
槃
﹄
の
明
さ
く
南
本
﹃
涅
槃
経
﹄
憍
陳
如
品
に
﹁
善
男
子
︒
我
成
佛
已
過
二
十
年
︒
往
王
舍
城
︒
爾
時
我
告
諸
比
丘
言
︒
諸
比
丘
︒
今
此
衆
中
誰
能
爲
我
受
持
如
來
十
二
部
經
︒
供
給
左
右
所
須
之
事
︒
︵
中
略
︶
阿
難
言
︒
吾
已
爲
汝
啓
謂
三
事
︒
如
來
大
慈
皆
已
聽
許
︒
阿
難
言
︒
大
徳
︒
若
佛
聽
者
請
往
給
侍
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
8
4
9
b
8
-
c
2
3
︶
と
あ
る
︒
(

)
阿
難
は
魔
の
⁝
⁝
聞
く
こ
と
を
得
ず
仏
の
入
滅
三
ヶ
月
前
に
現
れ
た
悪
魔
に
阿
難
が
た
ぼ
ら
か
さ
れ
て
︑
仏
の
言
葉
に
正
し
い
応
答
が
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
六
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
︒
竺
法
護
訳
と
さ
れ
る
﹃
般
泥
洹
経
﹄
に
は
﹁
如
是
阿
難
︒
佛
四
神
足
︒
已
多
習
行
︒
專
念
不
忘
︒
在
意
所
欲
︒
如
來
可
止
一
劫
有
餘
︒
佛
重
説
是
至
再
三
︒
時
阿
難
意
沒
在
邊
想
︒
爲
魔
所
蔽
︒
曚
曚
不
悟
︒
悪
而
不
對
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
一
︑
1
8
0
b
1
8
-
2
1
︶
と
あ
り
︑
ま
た
︑
﹃
長
阿
含
﹄
の
﹃
遊
行
経
﹄
に
も
﹁
爾
時
阿
難
悪
然
不
對
︒
如
是
再
三
︒
又
亦
悪
然
︒
是
時
阿
難
爲
魔
所
蔽
曚
曚
不
悟
︒
佛
三
現
相
︒
而
不
知
請
﹂
︵
同
前
書
︑
1
5
b
2
4
-
2
6
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
三
に
﹁
長
老
阿
泥
盧
豆
言
︒
是
長
老
阿
難
︒
於
佛
弟
子
常
侍
近
佛
︒
聞
經
能
持
佛
常
歎
譽
︒
是
阿
難
能
結
集
經
藏
︒
︵
中
略
︶
是
時
長
老
阿
難
一
心
合
手
︒
向
佛
涅
槃
方
︒
如
是
説
言
︒
佛
初
説
法
時
爾
時
我
不
見
如
是
展
轉
聞
佛
在
波
羅
柰
佛
爲
五
比
丘
初
開
甘
露
門
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
9
a
2
4
-
b
1
4
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
舍
利
弗
問
經
﹄
に
云
く
同
経
に
﹁
唯
阿
難
修
不
忘
禪
︒
宿
習
總
持
︒
於
少
時
中
得
佛
覺
三
昧
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
四
︑
9
0
2
c
2
0
-
2
1
︶
と
あ
る
︒
(
%
)
波
羅
奈
ベ
ナ
レ
ス
の
こ
と
︒
V
ā
rā
n
a
si
の
音
写
︒
釈
尊
の
初
転
法
輪
の
場
所
︑
鹿
野
苑
は
こ
の
地
に
あ
る
︒
(
)
『
賢
愚
經
﹄
の
明
か
す
所
の
如
し
同
経
巻
第
十
に
﹁
佛
告
比
丘
︒
爾
時
師
者
︒
定
光
佛
是
︒
時
沙
彌
者
︒
今
我
身
是
︒
時
大
長
者
︒
供
10
養
食
者
︒
今
阿
難
是
︒
乃
由
過
去
造
是
行
故
︒
今
得
總
持
︒
無
有
忘
失
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
︑
4
1
7
b
6
-
8
︶
と
あ
っ
て
︑
過
去
世
に
釈
迦
仏
が
定
光
仏
の
も
と
で
沙
彌
で
あ
っ
た
時
に
︑
長
者
と
し
て
食
を
供
養
し
た
そ
の
長
者
が
今
の
阿
難
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
︒
(
)
『
報
恩
經
﹄
に
說
く
『
大
方
便
佛
報
恩
經
﹄
巻
第
六
︑
優
波
離
品
に
﹁
凡
言
如
是
我
聞
者
︒
佛
在
時
言
︒
我
聞
爲
是
滅
後
也
︒
撰
法
藏
者
11
言
我
聞
︒
佛
二
十
年
中
説
法
︒
阿
難
不
聞
︒
何
得
言
我
聞
︒
答
曰
︒
云
諸
天
語
阿
難
︒
又
云
︒
佛
入
世
俗
心
令
阿
難
知
︒
又
云
︒
從
諸
比
丘
邊
聞
︒
又
云
︒
阿
難
從
佛
請
願
︒
①
願
佛
莫
與
我
故
衣
︒
②
莫
令
人
請
我
食
︒
我
爲
求
法
恭
敬
佛
故
︒
侍
佛
所
須
不
爲
衣
食
︒
③
諸
比
丘
晨
暮
二
時
︒
得
見
世
尊
︒
莫
令
我
爾
︒
欲
見
便
見
︒
④
又
佛
二
十
年
中
所
説
法
盡
爲
我
説
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
︑
1
5
5
c
1
7
-
2
6
︶
と
あ
る
︒
阿
難
は
仏
の
初
転
法
輪
か
ら
二
十
年
の
間
の
説
法
は
聞
い
て
い
な
い
の
に
︑
ど
う
し
て
﹁
我
聞
﹂
と
言
え
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
四
つ
の
答
え
を
挙
げ
て
い
る
が
︑
そ
の
第
四
番
目
に
阿
難
の
仏
に
対
す
る
誓
願
と
し
て
①
か
ら
④
ま
で
の
四
願
を
挙
げ
て
お
り
︑
そ
の
第
四
願
に
︑
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
七
自
分
が
聞
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
二
十
年
間
の
説
法
を
す
べ
て
説
い
て
く
れ
る
よ
う
に
懇
請
し
て
い
る
︒
(
)
三
願
は
﹃
大
涅
槃
﹄
に
說
く
が
如
し
南
本
﹃
涅
槃
経
﹄
憍
陳
如
品
に
﹁
阿
難
聞
已
合
掌
長
跪
作
如
是
言
︒
諸
大
徳
︒
若
有
是
事
如
來
世
12
尊
與
我
三
願
︒
當
順
僧
命
給
事
左
右
︒
目
犍
連
言
︒
何
等
三
願
︒
阿
難
言
︒
一
者
如
來
設
以
故
衣
賜
我
聽
我
不
受
︒
二
者
如
來
設
受
檀
越
別
請
聽
我
不
往
︒
三
者
聽
我
出
入
無
有
時
節
︒
如
是
三
事
佛
若
聽
者
︒
當
順
僧
命
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
8
4
9
c
5
-
1
1
︶
と
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
①
仏
が
自
分
に
お
下
が
り
の
衣
を
賜
ろ
う
と
さ
れ
て
も
︑
自
分
は
そ
れ
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
こ
と
︑
②
仏
が
檀
越
の
招
待
を
受
け
て
も
︑
そ
れ
に
自
分
が
同
行
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
︑
③
い
つ
で
も
仏
の
居
室
へ
の
出
入
り
が
許
さ
れ
る
こ
と
︑
の
三
願
で
あ
る
︒
(
)
復
た
次
に
﹃
大
智
論
﹄
に
明
か
す
『
大
智
度
論
﹄
巻
三
に
﹁
我
等
今
請
︒
即
請
言
︒
起
就
師
子
座
處
坐
説
︒
佛
在
何
處
初
説
毘
尼
結
戒
︒
13
憂
婆
離
受
僧
教
︒
師
子
座
處
坐
説
︒
如
是
我
聞
一
時
佛
在
毘
舍
離
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
9
c
9
-
1
1
︶
と
あ
り
︑
優
波
離
が
比
丘
達
の
命
を
受
け
て
高
座
に
上
り
︑
﹁
如
是
我
聞
⁝
﹂
と
説
い
た
と
い
う
︒
(
)
有
る
の
言
わ
く
こ
の
説
︑
不
詳
︒
吉
蔵
の
﹃
三
論
玄
義
﹄
に
は
﹁
智
度
論
云
︒
迦
葉
阿
難
結
集
三
藏
︒
文
殊
彌
勒
集
大
乘
藏
﹂
︵
﹃
大
正
14
蔵
﹄
巻
四
十
五
︑
3
c
2
9
-
4
a
1
︶
と
あ
る
︒
し
か
し
︑
﹃
大
智
度
論
﹄
で
は
次
注
の
引
文
に
掲
げ
る
よ
う
に
︑
﹁
有
る
人
﹂
の
説
と
し
て
︑
文
珠
・
弥
勒
は
阿
難
と
大
乗
を
結
集
し
た
と
あ
る
︒
同
じ
吉
蔵
の
﹃
法
華
玄
論
﹄
で
は
﹁
又
釋
論
云
︒
佛
滅
後
迦
葉
與
阿
難
結
集
三
藏
︒
文
殊
彌
勒
亦
與
阿
難
結
集
摩
訶
衍
藏
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
四
︑
3
8
2
c
1
-
3
︶
と
あ
っ
て
︑
こ
こ
で
は
﹃
大
智
度
論
﹄
を
正
し
く
引
い
て
い
る
︒
(
)
又
解
し
て
言
わ
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
百
に
﹁
復
次
有
人
言
︒
如
摩
訶
迦
葉
將
諸
比
丘
在
耆
闍
崛
山
中
集
三
藏
︒
佛
滅
度
後
︒
文
殊
尸
利
15
彌
勒
諸
大
菩
薩
︒
亦
將
阿
難
集
是
摩
訶
衍
︒
又
阿
難
知
籌
量
衆
生
志
業
大
小
︒
是
故
不
於
聲
聞
人
中
説
摩
訶
衍
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
7
5
6
b
1
4
-
1
8
︶
と
あ
り
︑
﹁
有
る
人
﹂
の
説
と
し
て
︑
仏
滅
後
に
文
珠
・
弥
勒
の
大
菩
薩
が
阿
難
と
摩
訶
衍
を
結
集
し
た
と
あ
る
︒
こ
の
﹃
大
智
度
論
﹄
の
文
に
直
接
拠
っ
た
か
︑
あ
る
い
は
こ
れ
を
引
い
た
別
の
人
師
の
説
を
引
い
た
か
で
あ
ろ
う
︒
(
)
又
云
く
こ
の
説
︑
不
詳
︒
16
(
)
『
正
法
念
經
﹄
に
云
う
が
如
し
『
正
法
念
經
﹄
は
安
世
高
訳
﹃
佛
説
分
別
善
惡
所
起
經
﹄
の
別
称
︒
し
か
し
︑
同
経
に
は
該
当
す
る
記
述
17
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
八
は
見
当
た
ら
な
い
︒
ま
た
元
魏
の
瞿
曇
般
若
流
支
訳
﹃
正
法
念
處
經
﹄
に
も
見
当
た
ら
な
い
︒
た
だ
し
︑
﹃
法
華
文
句
﹄
に
は
﹁
又
正
法
念
經
︒
明
三
阿
難
︒
阿
難
陀
此
云
歡
喜
︒
持
小
乘
藏
︒
阿
難
跋
陀
此
云
歡
喜
賢
︒
受
持
雜
藏
︒
阿
難
娑
伽
此
云
歡
喜
海
︒
持
佛
藏
︒
阿
含
經
有
典
藏
阿
難
︒
持
菩
薩
藏
︒
蓋
指
一
人
具
於
四
徳
︒
傳
持
四
法
門
其
義
自
顯
云
云
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
四
︑
4
a
2
0
-
2
5
︶
と
︑
テ
キ
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
︒
(
)
故
に
﹃
法
華
﹄
に
云
く
『
妙
法
蓮
華
経
﹄
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
﹁
我
已
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
︒
而
阿
難
護
持
我
法
︒
亦
護
18
將
來
諸
佛
法
藏
︒
教
化
成
就
諸
菩
薩
衆
︒
其
本
願
如
是
︒
故
獲
斯
記
︒
阿
難
面
於
佛
前
︒
自
聞
授
記
及
國
土
莊
嚴
︒
所
願
具
足
︒
心
大
歡
喜
得
未
曽
有
︒
即
時
憶
念
過
去
無
量
千
萬
億
諸
佛
法
藏
︒
通
達
無
礙
如
今
所
聞
︒
亦
識
本
願
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
3
0
a
5
-
1
1
︶
と
あ
る
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
3
a
1
2
-
b
5
第
二
別
釋
我
聞
者
︒
即
爲
二
意
︒
一
約
四
教
明
我
︒
二
約
四
教
明
聞
︒
一
約
四
教
明
我
者
︒
亦
有
四
種
不
同
︒
一
約
三
藏
教
明
我
者
︒
依
薩
婆
多
︒
五
陰
實
無
有
我
︒
但
有
名
︒
若
依
曇
無
德
說
︒
有
假
我
︒
犢
子
所
明
我
︒
在
第
五
不
可
說
藏
︒
如
是
等
明
我
︒
雖
殊
而
悉
破
︒
外
人
計
神
我
及
性
我
︒
說
假
名
等
我
義
也
︒
二
通
教
明
我
者
︒
如
大
品
經
云
︒
色
性
如
我
性
︒
我
性
如
色
性
︒
如
我
但
有
字
︒
色
亦
但
有
字
︒
我
之
與
色
︒
皆
如
幻
化
也
︒
三
別
教
明
我
者
︒
但
以
自
在
爲
我
義
也
︒
善
於
知
見
︒
得
無
罣
礙
︒
無
罣
礙
者
︒
即
是
自
在
我
義
也
︒
又
攝
大
乘
論
明
自
佗
差
別
識
︒
亦
名
似
我
識
︒
即
是
別
教
明
我
義
也
︒
四
圓
教
明
我
者
︒
中
道
佛
性
即
我
義
也
︒
中
論
云
︒
佛
或
時
說
於
我
︒
或
時
說
無
我
︒
於
佛
正
法
中
︒
無
我
無
﹇
4
7
3
b
﹈
非
我
︒
此
經
云
︒
於
我
無
我
而
不
二
︒
是
眞
無
我
義
︒
大
涅
槃
經
云
︒
無
我
法
中
說
眞
我
義
也
︒
又
云
︒
我
與
無
我
︒
其
性
不
二
︒
不
二
之
性
即
是
實
性
︒
實
性
者
即
是
二
十
五
有
眞
我
也
︒
前
三
教
明
我
︒
即
是
權
我
︒
無
我
法
中
說
眞
我
者
︒
即
是
圓
教
明
眞
實
我
也
︒
隨
教
辯
我
故
言
我
聞
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
一
九
【
書
き
下
し
】
第
二
に
別
し
て
﹁
我
聞
﹂
を
釋
す
と
は
︑
即
ち
二
意
と
爲
す
︒
一
に
は
四
教
に
約
し
て
我
を
明
か
す
︒
二
に
は
四
教
に
約
し
て
聞
を
明
か
す
︒
一
に
四
教
に
約
し
て
我
を
明
か
す
と
は
︑
亦
た
四
種
の
不
同
有
り
︒
一
に
は
三
藏
教
に
約
し
て
我
を
明
か
す
と
は
︑
薩
婆
多(
)
に
依
る
に
五
陰
は
實
に
は
我
有
る
こ
と
無
し
︒
但
だ
名
の
み
有
り
と
︒
若
し
曇
無
德(
)
の
說
に
依
れ
ば
假
我
有
り
︒
犢
子
の
明
か
す
所
の
我(
)
は
︑
第
五
不
可
說
藏
に
在
り(
)
︒
是
く
の
如
き
等
の
我
を
明
か
す
は
殊
な
る
と
雖
も
︑
而
も
悉
く
外
人
の
神
我
及
び
性
我(
)
を
計
す
る
を
破
す
︒
假
名
等
︑
我
の
義
と
說
く
な
り
︒
二
に
通
教
に
我
を
明
か
す
と
は
︑
﹃
大
品
經
﹄
に
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
色
の
性
は
我
の
性
の
如
し
︒
我
の
性
は
色
の
性
の
如
し
︒
我
の
如
き
は
但
だ
字
有
る
の
み
︒
色
も
亦
た
但
だ
字
有
る
の
み
︒
我
こ
れ
と
色
と
︑
皆
な
幻
化
の
如
き
な
り
﹂
と
︒
三
に
別
教
に
我
を
明
か
す
と
は
︑
但
だ
自
在
を
以
て
我
の
義
と
爲
す
な
り
︒
知
見
を
善
く
し
無
罣
礙
を
得
︒
無
罣
礙
と
は
即
ち
是
れ
自
在
我
の
義
な
り
︒
又
﹃
攝
大
乘
論
﹄
に
自
佗
差
別
識
を
明
か
す(
)
︒
亦
た
似
我
識
と
名
づ
く
︒
即
ち
是
れ
別
教
に
我
の
義
を
明
か
す
な
り
︒
四
に
圓
教
に
我
を
明
か
す
と
は
︑
中
道
佛
性
即
ち
我
の
義
な
り
︒
﹃
中
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
佛
︑
或
る
時
︑
我
を
說
き
︑
或
る
時
無
我
を
說
き
た
も
う
︒
佛
の
正
法
中
に
は
我
無
く
非
我
無
し
﹂
と
︒
此
の
經
に
云
く(%
)
︑
﹁
我
・
無
我
に
お
い
て
而
も
不
二
︑
是
れ
眞
の
無
我
の
義
な
り
﹂
と
︒
﹃
大
涅
槃
經
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
無
我
法
中
に
眞
の
我
の
義
を
說
く
な
り
﹂
と
︒
又
云
く(
)
︑
﹁
我
と
無
我
と
︑
其
の
性
10
11
は
不
二
な
り
︒
不
二
の
性
は
即
ち
是
れ
實
性
な
り
﹂
と
︒
實
性
と
は
即
ち
是
れ
二
十
五
有(
)
の
眞
我
な
り
︒
前
の
三
教
の
我
を
明
か
す
12
は
即
ち
是
れ
權
︑
我
・
無
我
の
法
中
に
眞
我
を
說
く
は
︑
即
ち
是
れ
圓
教
に
眞
實
の
我
を
明
か
す
な
り
︒
教
に
隨
て
我
を
辯
ず
る
が
故
に
﹁
我
聞
﹂
と
言
う
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
〇
(

)
薩
婆
多
説
一
切
有
部
の
こ
と
︒
S
a
rv
ā
stiv
ā
d
in
の
音
写
︒
(

)
曇
無
德
の
說
法
上
部
︵
D
h
a
rm
o
tta
rīy
a
︶
の
説
を
指
す
か
︒
法
上
部
は
︑
上
座
部
袞
説
一
切
有
部
袞
犢
子
部
の
流
れ
か
ら
分
派
し
た
部
派
︒
法
尚
部
と
も
︒
吉
蔵
﹃
三
論
玄
義
﹄
に
﹁
更
各
各
造
論
取
經
中
義
足
之
︒
所
執
異
故
︒
故
成
四
部
︒
一
法
尚
部
︒
即
舊
曇
無
徳
部
也
︒
二
賢
乘
部
︒
三
正
量
弟
子
部
︒
有
大
正
量
羅
漢
︒
其
是
弟
子
︒
故
名
正
量
弟
子
部
︒
此
三
從
人
作
名
︒
四
名
密
林
部
︒
從
住
處
作
名
也
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
十
五
︑
9
c
1
2
-
1
6
︶
と
あ
る
︒
し
か
し
望
月
﹃
佛
教
大
辭
典
﹄

で
は
こ
れ
を
誤
り
と
し
︑
曇
無
徳
部
は
法
蔵
部
の
こ
と
と
す
る
︵
4
6
2
8
頁
︶
︒
法
蔵
部
︵
D
h
a
rm
a
g
u
p
ta
k
a
︶
は
法
護
部
と
も
い
い
︑
上
座
部
袞
説
一
切
有
部
袞
化
地
部
の
流
れ
か
ら
分
派
し
︑
経
律
論
の
三
蔵
に
菩
薩
蔵
と
呪
蔵
の
二
蔵
を
加
え
た
五
蔵
を
伝
持
し
て
い
た
と
い
う
︒
﹃
三
論
玄
義
﹄
に
﹁
三
百
年
中
從
正
地
部
又
出
一
部
︒
名
法
護
部
︒
其
本
是
目
連
弟
子
︒
得
羅
漢
恒
隨
目
連
往
色
界
中
︒
有
所
説
法
皆
能
誦
持
︒
自
撰
爲
五
藏
︒
三
藏
如
常
︒
四
咒
藏
︒
五
菩
薩
藏
︒
有
信
其
所
説
者
︒
故
別
成
一
部
也
﹂
︵
同
前
︑
9
c
2
0
-
2
4
︶
と
あ
る
︒
(

)
犢
子
明
か
す
所
の
我
犢
子
部
︵
V
ā
tsīp
u
trīy
a
︶
は
説
一
切
有
部
か
ら
分
派
し
た
部
派
で
︑
五
蘊
の
ほ
か
に
非
即
非
離
蘊
の
﹁
我
﹂
︵
P
u
d
g
a
la
︑
補
特
伽
羅
︶
を
立
て
︑
輪
廻
の
主
体
や
統
一
的
自
己
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
︒
(

)
第
五
不
可
說
藏
に
在
り
『
中
論
﹄
巻
二
︑
観
三
相
品
に
﹁
若
人
説
我
相
︒
如
犢
子
部
衆
説
︒
不
得
言
色
即
是
我
︒
不
得
言
離
色
是
我
︒
我
在
第
五
不
可
説
藏
中
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
︑
5
c
2
8
-
2
9
︶
と
あ
る
︒
ま
た
︑
﹃
成
実
論
﹄
に
は
犢
子
部
の
説
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
︑
﹁
又
汝
法
中
説
︒
可
知
法
者
︒
謂
五
法
藏
︒
過
去
未
來
現
在
無
爲
︒
及
不
可
説
法
︒
我
在
第
五
法
中
︒
則
異
於
四
法
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
二
︑
2
6
0
c
9
-
1
1
︶
と
あ
る
︒
さ
ら
に
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
八
下
に
は
或
る
人
の
説
と
し
て
﹁
有
人
言
︒
犢
子
阿
毘
曇
申
此
意
︒
彼
論
明
我
在
第
五
不
可
説
藏
中
︒
我
非
三
世
故
非
有
我
︒
非
無
爲
故
非
無
我
︒
此
恐
未
可
定
用
也
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
三
︑
7
8
4
c
1
2
-
1
4
︶
と
あ
る
︒
(

)
外
人
の
神
我
及
び
性
我
外
人
と
は
仏
教
外
の
外
道
の
論
者
を
い
う
︒
神
我
と
は
サ
ー
ン
キ
ヤ
や
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
で
説
く
常
住
不
変
の
我
︒
身
内
に
神
我
の
存
在
を
主
張
す
る
論
者
を
神
我
外
道
と
い
う
︒
性
我
に
つ
い
て
は
不
詳
︒
浄
影
寺
慧
遠
の
﹃
大
乗
義
章
﹄
に
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
一
﹁
二
是
我
相
︒
我
有
二
種
︒
一
法
著
我
︒
謂
取
性
心
︒
於
根
塵
識
︒
妄
立
定
性
︒
此
之
性
我
︒
起
信
論
中
︒
名
執
取
相
︒
又
亦
名
爲
執
相
應
染
︒
二
人
著
我
︒
於
陰
界
入
計
我
我
所
︒
起
信
論
中
︒
名
此
以
爲
計
名
字
相
︒
隨
逐
我
人
衆
生
等
名
︒
妄
有
建
立
我
相
如
是
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
十
四
︑
5
2
6
b
2
6
-
c
1
︶
と
あ
る
よ
う
な
︑
存
在
の
根
底
に
内
在
す
る
我
を
い
う
か
︒
(

)
『
大
品
經
﹄
に
云
う
が
如
し
羅
什
訳
﹃
大
品
般
若
経
﹄
巻
一
に
﹁
佛
亦
但
有
字
︒
般
若
波
羅
蜜
亦
但
有
字
︒
色
但
有
字
受
想
行
識
亦
但
有
字
︒
舍
利
弗
︒
如
我
但
有
字
︒
一
切
我
常
不
可
得
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
︑
2
2
1
c
1
3
-
1
6
︶
と
あ
る
︒
経
文
は
引
用
文
と
少
し
く
異
な
る
が
︑
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
八
下
で
は
︑
﹁
大
品
云
︒
色
性
如
我
性
我
性
如
色
性
︒
此
二
皆
如
幻
化
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
三
︑
7
8
4
c
2
3
-
2
5
︶
と
あ
っ
て
︑
今
の
引
用
文
に
近
い
経
文
引
用
が
あ
る
︒
ま
た
こ
れ
は
︑
智
顗
の
﹃
観
音
玄
義
﹄
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
四
︑
8
7
8
c
2
1
︶
︑
や
﹃
金
光
明
経
文
句
﹄
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
九
︑
6
9
c
1
3
-
1
4
︶
の
中
に
も
見
ら
れ
る
︒
(

)
『
攝
大
乘
論
﹄
に
⁝
⁝
明
か
す
真
諦
訳
﹃
攝
大
乘
論
﹄
巻
上
に
﹁
何
者
爲
差
別
︒
謂
身
識
︒
身
者
識
︒
受
者
識
︒
應
受
識
︒
正
受
識
世
識
︒
數
識
︒
處
識
︒
言
説
識
︒
自
他
差
別
識
︒
善
惡
兩
道
生
死
識
︒
身
識
身
者
識
受
者
識
應
受
識
正
受
識
世
識
數
識
處
識
言
説
識
︒
如
此
等
識
因
言
説
熏
習
種
子
生
︒
自
他
差
別
識
︒
因
我
見
熏
習
種
子
生
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
一
︑
1
1
8
a
2
4
-
2
9
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
中
論
﹄
に
云
く
同
論
の
観
法
品
に
﹁
諸
佛
或
説
我
或
説
於
無
我
諸
法
實
相
中
無
我
無
非
我
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
︑
2
4
a
1
-
2
︶
と
あ
る
︒
(
%
)
此
の
經
に
云
く
『
維
摩
経
﹄
弟
子
品
に
﹁
於
我
無
我
而
不
二
︒
是
無
我
義
︒
法
本
不
然
︒
今
則
無
滅
︒
是
寂
滅
義
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
1
a
2
0
-
2
1
︶
と
あ
る
︒
(
)
『
大
涅
槃
經
﹄
に
云
く
南
本
巻
三
十
四
︑
迦
葉
菩
薩
品
に
﹁
無
我
法
中
有
眞
我
是
故
敬
禮
無
上
尊
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
8
3
8
a
3
︶
10
と
あ
る
︒
(
)
又
云
く
南
本
巻
八
︑
如
来
性
品
に
﹁
如
來
祕
藏
亦
無
有
我
︒
凡
夫
謂
二
︒
智
者
了
達
其
性
無
二
︒
無
二
之
性
即
是
實
性
︒
我
與
無
我
性
11
無
有
二
︒
如
來
祕
藏
其
義
如
是
︒
不
可
A
計
無
量
無
邊
諸
佛
所
讃
︒
我
今
於
是
一
切
功
徳
成
就
︒
經
中
皆
悉
説
已
︒
善
男
子
︒
我
與
無
我
性
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
二
相
無
二
﹂
︵
同
前
︑
6
5
1
c
1
3
-
1
8
︶
と
あ
る
︒
(
)
二
十
五
有
衆
生
の
存
在
し
得
る
す
べ
て
の
世
界
と
そ
れ
ら
の
世
界
に
存
在
す
る
衆
生
を
数
え
て
二
十
五
種
と
し
た
も
の
︒
欲
界
に
四
悪
12
趣
︑
四
大
洲
︑
六
欲
天
の
計
十
四
有
︑
色
界
に
四
禅
天
と
別
出
し
た
大
梵
天
︑
浄
居
天
︑
無
想
天
の
三
天
を
加
え
た
七
有
︑
そ
れ
に
無
色
界
の
四
空
処
を
加
え
て
二
十
五
有
と
す
る
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
3
b
5
-
c
4
問
曰
︒
若
爾
何
得
大
智
論
云
隨
俗
故
說
我
也
︒
答
曰
︒
三
教
明
我
皆
是
隨
情
︒
豈
非
隨
俗
故
說
我
也
︒
圓
教
明
我
︒
即
是
佛
性
︒
佛
性
之
我
︒
即
第
一
義
︒
非
隨
俗
也
︒
三
教
明
我
聞
︒
竝
約
耳
根
論
聞
︒
圓
教
明
我
︒
我
即
聞
︒
以
握
色
性
說
眞
我
︒
離
法
性
更
無
別
能
聞
之
耳
也
︒
用
四
教
約
諸
經
︒
具
我
多
少
︒
類
如
是
可
知
︒
二
約
四
教
明
聞
義
者
︒
如
涅
槃
經
明
聞
義
︒
自
有
四
種
︒
一
聞
聞
︒
二
不
聞
聞
︒
三
聞
不
聞
︒
四
不
聞
不
聞
︒
今
約
此
四
種
聞
義
︒
恐
是
四
教
辯
聞
義
不
同
也
︒
三
藏
教
即
是
聞
聞
義
︒
以
小
生
生
大
生
︒
故
名
爲
生
生
︒
今
亦
得
云
小
聞
成
大(
)
聞
︒
故
名
爲
聞
聞
︒
問
曰
︒
大
涅
槃
明
生
生
︒
即
是
十
二
因
緣
︒
相
續
不
斷
故
名
生
生
︒
今
何
得
用
小
生
生
大
生
︒
類
解
聞
聞
義
耶
︒
答
曰
︒
大
涅
槃
釋
生(
)
具
有
兩
義
︒
今
不
取
約
行
明
生
生
︒
但
取
約
生
滅
之
理
明
生
生
義
者
︒
若
約
十
二
因
緣
相
續
︒
以
明
生
生
︒
即
於
聖
人
聞
經
義
不
便
也
︒
所
以
者
何
︒
三
藏
教
諸
道
人
︒
十
二
因
緣
生
生
義
已
壞
︒
但
有
報
身
八
相
之
根
塵
和
合
︒
故
A
聞
也
︒
二
通
教
即
是
不
聞
聞
︒
如
夢
幻
之
聞
︒
即
是
握
空
說
聞
︒
名
不
聞
聞
也
︒
三
別
教
即
是
聞
不
聞
義
︒
於
所
聞
法
得
自
在
︒
名
聞
不
聞
︒
所
以
者
何
︒
﹇
4
7
3
b
﹈
世
諦
死
時
即
聞
聞
死
︒
而
生
聞
持
陀
羅
尼
︒
隨
有
所
聞
︒
自
在
能
持
也
︒
又
攝
大
乘
論
說
︒
有
塵
者
應
受
識
︒
即
是
別
教
大
乘
明
聞
也
︒
四
圓
教
即
是
不
聞
不
聞
義
︒
佛
性
大
般
涅
槃
聞
相
盡
也
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
三
(

)
テ
キ
ス
ト
に
﹁
大
﹂
の
字
は
な
い
が
︑
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
は
﹁
成
下
疑
脫
大
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
今
亦
得
云
少
聞
成
大
聞
故
名
聞
聞
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
9
b
1
9
-
2
0
︶
と
あ
っ
て
︑
意
味
上
か
ら
も
今
︑
補
う
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
生
上
疑
脫
生
字
﹂
と
あ
る
が
︑
今
は
採
ら
な
い
︒
﹃
略
疏
﹄
も
﹁
彼
經
釋
生
具
有
兩
義
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
9
b
2
1
-
2
2
︶
と
あ
り
︑
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
︒
【
書
き
下
し
】
問
う
て
曰
く
︑
若
し
爾
ら
ば
何
ぞ
﹃
大
智
論
﹄
は
俗
に
隨
う
が
故
に
我
を
說
く(
)
と
云
う
を
得
ん
や
︒
答
え
て
曰
く
︑
三
教
に
我
を
明
か
す
は
︑
皆
な
是
れ
情
に
隨
う
︒
豈
に
俗
に
隨
う
が
故
に
我
を
說
く
に
非
ざ
る
や
︒
圓
教
に
我
を
明
か
す
は
︑
即
ち
是
れ
佛
性
な
り
︒
佛
性
の
我
は
即
ち
第
一
義
な
り(
)
︒
俗
に
隨
う
に
非
ざ
る
な
り
︒
三
教
に
我
聞
を
明
か
す
は
竝
に
耳
根
に
約
し
て
聞
を
論
ず
︒
圓
教
に
我
を
明
か
す
は
我
即
ち
聞
な
り
︒
色
性
を
握
じ
て
眞
我
を
說
き(
)
︑
法
性
を
離
れ
て
更
に
別
の
能
く
こ
れ
を
聞
く
の
耳
無
き
を
以
て
な
り
︒
四
教
を
用
い
て
諸
經
に
我
を
具
す
る
こ
と
多
少
な
る
に
約
す
る
は
︑
是
く
の
如
く
に
類
し
て
知
る
べ
し
︒
二
に
四
教
に
約
し
て
聞
の
義
を
明
か
さ
ば
︑
﹃
涅
槃
經
﹄
に
聞
の
義
を
明
か
す
が
如
し(
)
︒
自
ら
四
種
有
り
︒
一
に
は
聞
聞
︒
二
に
は
不
聞
聞
︒
三
に
は
聞
不
聞
︒
四
に
は
不
聞
不
聞
な
り
︒
今
︑
此
の
四
種
の
聞
の
義
に
約
す
︒
恐
ら
く
は
是
れ
四
教
に
聞
の
義
を
辯
ず
る
と
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
三
藏
教
は
即
ち
是
れ
聞
聞
の
義
な
り
︒
小
生
は
大
生
を
生
ず
る
を
以
て
の
故
に
名
け
て
生
生
と
爲
す
︒
今
︑
亦
た
小
聞
は
大
聞
を
成
す
と
云
う
を
得
る
が
故
に
名
け
て
聞
聞
と
爲
す
︒
問
う
て
曰
く
︒
大
涅
槃
に
生
生
を
明
か
す(
)
は
︑
即
ち
是
れ
十
二
因
緣
︑
相
續
し
て
斷
ぜ
ざ
る
が
故
に
生
生
と
名
づ
く
︒
今
︑
何
ぞ
小
生
が
大
生
を
生
ず
る
を
用
い
て
聞
聞
の
義
を
類
解
す
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
四
答
え
て
曰
く
︒
大
涅
槃
に
生
を
釋
す
る
に
具
さ
に
兩
義
有
り
︒
今
︑
行
に
約
し
て
生
生
を
明
か
す
を
取
ら
ず
︒
但
だ
生
滅
の
理
に
約
し
て
生
生
の
義
を
明
か
す
を
取
ら
ば
︑
十
二
因
緣
の
相
續
に
約
し
て
以
て
生
生
を
明
か
す
が
若
き
は
︑
即
ち
聖
人
の
經
を
聞
く
の
義
に
於
い
て
︑
便
な
ら
ざ
る
な
り
︒
所
以
は
何
ん
︒
三
藏
教
の
諸
の
道
人
は
︑
十
二
因
緣
の
生
生
の
義
︑
已
に
壞
す
︒
但
だ
報
身
の
八
相
の
根
塵
和
合
有
り
︒
故
に
聞
と
A
す
る
な
り
︒
二
に
通
教
は
即
ち
是
れ
不
聞
聞
な
り
︒
夢
幻
の
聞
の
如
し
︒
即
ち
是
れ
空
を
握
じ
て
聞
を
說
く(
)
︒
不
聞
聞
と
名
づ
く
る
な
り
︒
三
に
別
教
は
即
ち
是
れ
聞
不
聞
義
な
り
︒
聞
く
所
の
法
に
於
い
て
自
在
を
得
︒
聞
不
聞
と
名
づ
く
︒
所
以
は
何
ん
︒
世
諦
の
死
時
は
即
ち
聞
・
聞
の
死
な
り
︒
而
し
て
聞
持
陀
羅
尼
生
ず
︒
聞
く
所
有
る
に
隨
っ
て
自
在
に
能
く
持
す
る
な
り
︒
又
︑
﹃
攝
大
乘
論
﹄
に
說
く(
)
︒
﹁
有
塵
と
は
應
受
識
な
り
﹂
と
︒
即
ち
是
れ
別
教
の
大
乘
に
聞
を
明
か
す
な
り
︒
四
に
圓
教
は
即
ち
是
れ
不
聞
・
不
聞
の
義
な
り
︒
佛
性
・
大
般
涅
槃
は
聞
の
相
の
盡
く
る
な
り
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
は
⁝
⁝
を
説
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
第
一
に
﹁
答
曰
︒
佛
弟
子
輩
雖
知
無
我
︒
隨
俗
法
説
我
︒
非
實
我
也
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
4
a
1
6
-
1
7
︶
と
あ
る
︒
(

)
佛
性
の
我
は
即
ち
第
一
義
な
り
南
本
﹃
涅
槃
経
﹄
迦
葉
品
に
﹁
善
男
子
︒
我
者
即
是
如
來
藏
義
︒
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
︒
即
是
我
義
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
6
4
8
b
7
-
8
︶
と
あ
り
︑
同
じ
く
師
子
吼
品
に
﹁
當
爲
汝
分
別
解
説
︒
善
男
子
︒
佛
性
者
名
第
一
義
空
︒
第
一
義
空
名
爲
智
慧
﹂
︵
同
前
︑
7
6
7
c
1
8
-
1
9
︶
と
あ
る
︒
(

)
色
性
を
握
じ
て
眞
我
を
說
き
色
形
あ
る
と
い
う
本
性
に
着
目
し
依
拠
し
て
真
の
我
を
説
く
︑
の
意
︒
円
教
以
外
の
三
教
で
は
︑
耳
根
と
い
う
色
法
と
し
て
の
耳
に
よ
っ
て
我
が
﹁
聞
く
﹂
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
︑
円
教
で
は
我
即
聞
な
の
で
︑
本
質
と
し
て
の
法
性
を
媒
介
と
し
て
真
実
の
我
を
説
く
︑
の
意
︒
(

)
『
涅
槃
經
﹄
⁝
⁝
如
し
南
本
﹃
涅
槃
経
﹄
徳
王
菩
薩
品
に
﹁
善
男
子
︒
聞
所
不
聞
亦
復
如
是
︒
有
不
聞
聞
︒
有
不
聞
不
聞
︒
有
聞
不
聞
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
五
有
聞
聞
︒
云
何
不
聞
聞
︒
善
男
子
︒
不
聞
者
名
大
涅
槃
︒
何
故
不
聞
︒
非
有
爲
故
︒
非
音
聲
故
︒
不
可
説
故
︒
云
何
亦
聞
︒
得
聞
名
故
︒
所
謂
常
樂
我
淨
︒
以
是
義
故
名
不
聞
聞
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
7
3
5
a
1
-
6
︶
と
あ
る
︒
(

)
大
涅
槃
に
生
生
を
明
か
す
南
本
﹃
涅
槃
経
﹄
徳
王
菩
薩
品
に
﹁
善
男
子
︒
汝
能
如
是
至
心
聽
法
︒
是
則
名
爲
聞
所
不
聞
︒
善
男
子
︒
有
不
聞
聞
︒
有
不
聞
不
聞
︒
有
聞
不
聞
︒
有
聞
聞
︒
善
男
子
︒
如
不
生
生
不
生
不
生
生
不
生
生
生
︒
如
不
到
到
不
到
不
到
到
不
到
到
到
︒
世
尊
︒
云
何
不
生
生
︒
善
男
子
︒
安
住
世
諦
初
出
胎
時
︒
是
名
不
生
生
︒
云
何
不
生
不
生
︒
善
男
子
︒
是
大
涅
槃
無
有
生
相
︒
是
名
不
生
不
生
︒
云
何
生
不
生
︒
善
男
子
︒
世
諦
死
時
是
名
生
不
生
︒
云
何
生
生
︒
善
男
子
︒
一
切
凡
夫
是
名
生
生
︒
何
以
故
︒
生
生
不
斷
故
︒
一
切
有
漏
念
念
生
故
︒
是
名
生
生
︒
四
住
菩
薩
名
生
不
生
︒
何
以
故
︒
生
自
在
故
是
名
生
不
生
︒
善
男
子
︒
是
名
内
法
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
7
3
3
b
1
2
-
2
4
︶
︒
と
あ
る
︒
以
下
の
︑
四
教
に
﹁
聞
﹂
を
論
ず
る
場
合
も
︑
こ
の
﹃
涅
槃
経
﹄
の
文
に
基
づ
く
︒
(

)
空
を
握
じ
て
聞
を
說
く
一
切
空
と
い
う
立
場
に
依
拠
し
て
﹁
聞
﹂
を
論
ず
る
︑
の
意
︒
(

)
『
攝
大
乘
論
﹄
に
說
く
真
諦
訳
﹃
摂
大
乗
論
﹄
に
﹁
以
應
受
識
應
知
攝
色
等
六
外
界
︒
以
正
受
識
應
知
攝
眼
等
六
識
界
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
一
︑
1
1
8
b
9
-
1
0
︶
と
あ
る
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
3
c
4
-
2
4
問
曰
︒
若
無
聞
相
︒
云
何
說
聞
︒
答
曰
︒
若
聞
相
盡
都
不
得
聞
者
︒
佛
住
大
涅
槃
︒
應
都
不
聞
一
切
十
方
法
界
音
聲
也
︒
如
法
華
經
︒
明
耳
根
功
德
︒
初
相
似
聞
盡
︒
十
方
無
數
佛
︒
百
福
莊
嚴
相
︒
爲
衆
生
說
法
︒
悉
聞
能
受
持
︒
況
法
雲
得
分
證
眞
實
聞
相
盡
︒
聞
十
方
佛
法
︒
而
能
如
雲
持
雨(
)
耶
︒
妙
覺
聞
相
究
竟
盡
︒
一
切
法
界
所
有
音
聲
︒
一
時
聞
也
︒
故
大
涅
槃
云
︒
若
知
如
來
常
不
說
法
︒
是
則
名
爲
具
足
多
聞
︒
此
經
亦
云
︒
其
聽
法
者
無
聞
無
得
︒
今
用
四
教
明
聞
義
︒
約
衆
經
具
聞
多
少
︒
類
前
可
知
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
六
問
曰
︒
大
智
論
明
︒
佛
法
無
我
但
有
名
字
︒
順
俗
無
諍
︒
今
何
得
分
別
四
教
明
我
不
同
︒
若
爾
便
是
有
我
也
︒
答
曰
︒
若
定
有
我
︒
何
得
四
教
分
別
不
同
︒
若
定
無
我
︒
何
得
經
有
此
異
說
︒
若
不
許
作
此
分
別
者
︒
非
但
壞
佛
方
便
教
門
︒
亦
各
自
壞
諸
不
信
者
義
宗
也
︒
若
言
五
陰
實
無
有
我
︒
但
有
名
者
︒
數
人
可
得
作
此
解
︒
曇
無
德
既
有
假
我
︒
何
得
用
數
人
名
字
我
聞
不
用
假
我
聞
︒
犢
子
既
云
︒
第
五
不
可
說
藏
有
我
︒
何
得
不
用
此
我
聞
︒
而
取
名
字
我
問
也
︒
通
教
學(
)
既
明
幻
化
我
︒
何
得
不
用
幻
化
我
聞
︒
而
用
數
人
名
字
我
聞
也
︒
如
此
互
相
望
諍
論
︒
互
失
也
︒
第
三
約
觀
心
解
我
聞
︒
三
觀
分
別
四
教
我
聞
︒
類
如
是
細
尋
可
知
︒
(

)
原
テ
キ
ス
ト
に
は
﹁
兩
﹂
と
あ
る
が
︑
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
兩
應
作
雨
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
如
雲
持
雨
耶
﹂
と
あ
る
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
9
c
︶
︒
今
︑
意
味
上
か
ら
も
﹁
雨
﹂
に
改
め
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
學
下
疑
脫
者
字
﹂
と
あ
る
が
︑
今
は
採
ら
な
い
︒
【
書
き
下
し
】
問
う
て
曰
く
︒
若
し
聞
の
相
な
く
ん
ば
︑
云
何
が
聞
を
說
く
や
︒
答
え
て
曰
く
︒
若
し
聞
の
相
︑
盡
く
れ
ば
都
て
聞
者
を
得
ず
︒
佛
大
涅
槃
に
住
し
て
︑
應
に
都
て
一
切
十
方
法
界
の
音
聲
を
聞
か
ざ
る
な
り
︒
﹃
法
華
經
﹄
の
如
き
は
︑
耳
根
の
功
德
を
明
か
す(
)
︒
初
め
に
相
似
の
聞
盡
く
︒
﹁
十
方
無
數
の
佛
︑
百
福
莊
嚴
相
も
て
︑
衆
生
の
爲
に
說
法
す
︒
悉
く
聞
い
て
能
く
受
持
せ
ん
﹂
と(
)
︒
況
や
法
雲
の
分
證
眞
實
の
聞
の
相(
)
盡
く
る
を
得
︑
十
方
の
佛
の
法
を
聞
い
て
︑
能
く
雲
の
雨
を
持
す
る
が
如
き
を
や
︒
妙
覺
の
聞
の
相(
)
︑
究
竟
し
て
盡
く
る
は
︑
一
切
法
界
所
有
の
音
聲
を
一
時
に
聞
く
な
り
︒
故
に
﹃
大
涅
槃
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
若
し
如
來
常
に
說
法
せ
ざ
る
を
知
ら
ば
︑
是
れ
則
ち
名
け
て
具
足
多
聞
と
爲
す
﹂
と
︒
此
の
經
に
亦
た
云
く(
)
︑
﹁
其
の
法
を
聽
く
者
は
︑
聞
無
く
得
無
し
﹂
と
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
七
今
︑
四
教
を
用
い
て
聞
の
義
を
明
か
す
︒
衆
經
の
聞
を
具
す
る
こ
と
多
少
な
る(
)
に
約
し
て
前
に
類
し
て
知
る
べ
し
︒
問
う
て
曰
く
︑
﹃
大
智
論
﹄
に(
)
﹁
佛
法
に
我
無
く
但
だ
名
字
有
る
の
み
﹂
と
明
か
す
︒
俗
に
順
じ
て
諍
無
し
︒
今
︑
何
ぞ
四
教
を
分
別
し
て
我
を
明
か
す
こ
と
不
同
な
る
を
得
ん
や
︒
若
し
爾
ら
ば
便
ち
是
れ
我
有
る
な
り
︒
答
え
て
曰
く
︑
若
し
定
ん
で
我
有
ら
ば
︑
何
ぞ
四
教
も
て
不
同
を
分
別
す
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
若
し
定
ん
で
我
無
く
ん
ば
︑
何
ぞ
經
に
此
の
異
說
有
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
若
し
此
の
分
別
を
作
す
を
許
さ
ざ
れ
ば
︑
但
だ
佛
の
方
便
の
教
門
を
壞
す
の
み
に
非
ず
︑
亦
た
各
自
ら
諸
の
不
信
者
の
義
宗
を
壞
す
な
り
︒
若
し
五
陰
に
實
に
は
我
有
る
こ
と
無
く
︑
但
だ
名
有
る
の
み
と
言
わ
ば
︑
數
人(%
)
︑
此
の
解
を
作
す
こ
と
を
得
べ
し
︒
曇
無
德
に
既
に
假
我
有
り(
)
︒
何
ぞ
數
人
の
名
字
の
我
聞
を
用
い
て
假
の
我
聞
を
用
い
ざ
る
を
得
ん
や
︒
10
犢
子
は
既
に
第
五
不
可
說
藏
に
我
有
り
と
云
う(
)
︒
何
ぞ
此
の
我
聞
を
用
い
ず
し
て
︑
名
字
の
我
聞
を
取
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
通
教
の
11
學
は
既
に
幻
化
の
我
を
明
か
せ
り
︒
何
ぞ
幻
化
の
我
聞
を
用
い
ず
し
て
︑
し
か
も
數
人
の
名
字
の
我
聞
を
用
い
る
こ
と
を
得
ん
や
︒
此
の
如
く
互
に
相
い
望
ん
で
諍
論
す
れ
ば
互
い
に
失
な
り
︒
第
三
に
觀
心
に
約
し
て
我
聞
を
解
す
︒
三
觀
に
四
教
の
我
聞
を
分
別
す
︒
類
す
る
こ
と
是
く
の
如
し
︒
細
尋
し
て
知
る
べ
し
︒
(

)
『
法
華
經
﹄
の
如
き
は
⁝
⁝
明
か
す
『
妙
法
蓮
華
経
﹄
法
師
功
徳
品
に
﹁
復
次
常
精
進
︒
若
善
男
子
善
女
人
︒
受
持
此
經
︒
若
讀
若
誦
若
解
説
若
書
寫
︒
得
千
二
百
耳
功
徳
︒
以
是
清
淨
耳
︒
聞
三
千
大
千
世
界
︒
下
至
阿
鼻
地
獄
上
至
有
頂
︒
其
中
内
外
種
種
語
言
音
聲
︒
︵
中
略
︶
以
要
言
之
︒
三
千
大
千
世
界
中
︒
一
切
内
外
所
有
諸
聲
︒
雖
未
得
天
耳
︒
以
父
母
所
生
清
淨
常
耳
︒
皆
悉
聞
知
如
是
分
別
種
種
音
聲
︒
而
不
壞
耳
根
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
4
7
c
2
3
-
4
8
a
8
︶
と
あ
る
︒
(

)
十
方
無
數
の
佛
⁝
⁝
受
持
せ
ん
前
注
に
出
す
﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
法
師
功
徳
品
の
偈
頌
部
分
に
﹁
十
方
無
數
佛
百
福
莊
嚴
相
爲
衆
生
説
法
悉
聞
能
受
持
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
5
0
b
9
-
1
0
︶
と
あ
る
︒
(

)
法
雲
の
分
證
眞
實
の
聞
の
相
菩
薩
の
十
地
の
階
位
に
お
け
る
第
十
地
を
法
雲
地
と
い
い
︑
そ
れ
は
円
教
の
六
即
の
階
位
か
ら
す
れ
ば
真
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
八
如
を
部
分
的
に
証
得
す
る
分
證
即
に
相
当
す
る
︒
そ
の
階
位
に
お
け
る
﹁
聞
﹂
の
あ
り
方
︑
の
意
︒
(

)
妙
覺
の
聞
の
相
妙
覚
は
菩
薩
の
修
道
の
階
位
の
究
極
の
位
で
︑
仏
位
と
同
じ
︒
六
即
で
は
究
竟
即
に
相
当
す
る
︒
そ
の
仏
位
に
お
け
る
﹁
聞
﹂
の
あ
り
方
︑
の
意
︒
(

)
『
大
涅
槃
﹄
に
云
く
南
本
﹃
涅
槃
経
﹄
徳
王
菩
薩
品
に
﹁
若
知
如
來
常
不
説
法
︒
亦
名
菩
薩
具
足
多
聞
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
7
6
4
c
-
4
︶
と
あ
る
︒
(

)
此
の
經
に
亦
た
云
く
『
維
摩
経
﹄
弟
子
品
に
﹁
是
豈
可
説
乎
︒
夫
説
法
者
無
説
無
示
︒
其
聽
法
者
無
聞
無
得
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
0
a
1
8
-
1
9
︶
と
あ
る
︒
(

)
多
少
な
る
｢
多
少
﹂
は
︑
ど
れ
ほ
ど
︑
ど
の
く
ら
い
︑
の
意
︒
﹁
花
落
知
多
少
﹂
︵
孟
浩
然
﹁
春
暁
﹂
︶
(

)
『
大
智
論
﹄
に
同
論
の
巻
十
六
に
﹁
盡
知
一
切
諸
法
因
縁
和
合
︒
但
有
名
字
實
相
不
可
得
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
1
8
0
a
1
-
2
︶
と
あ
る
︒
(
%
)
數
人
説
一
切
有
部
の
こ
と
︒
(
)
曇
無
德
に
既
に
假
我
有
り
本
論
テ
キ
ス
ト
4
7
3
a
1
2
-
b
5
の
部
分
の
注
︵

︶
を
参
照
︒
10
(
)
第
五
不
可
說
藏
に
⁝
⁝
と
云
う
本
論
テ
キ
ス
ト
4
7
3
a
1
2
-
b
5
の
部
分
の
注
︵

︶
を
参
照
︒
11
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
4
a
1
-
b
5
一
時此
即
是
四
衆
感
教
得
道
之
時
︒
此
亦
助
成
如
是
之
可
信
也
︒
故
大
智
論
云
︒
論
時
方
皆
爲
生
信
︒
今
釋
一
時
亦
爲
三
意
︒
一
總
解
︒
二
約
教
別
解
︒
三
約
觀
心
︒
第
一
總
解
者
︒
大
智
論
云
︒
數
時
等
實
無
陰
持
入
所
不
攝
︒
故
但
隨
世
俗
︒
說
一
時
無
咎
︒
上
標
章
言
︒
四
衆
感
教
得
道
之
時
︒
名
一
時
者
︒
此
約
多
時
少
時
︒
故
名
一
時
也
︒
若
通
論
四
衆
感
一
期
教
門
︒
始
終
久
近
皆
名
一
時
︒
即
是
束
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
二
九
多
時
少
時
︒
共
明
一
時
也
︒
如
戒
序
云
春
分
四
月
日
爲
一(
)
時
︒
春
分
實
有
多
時
︒
但
總
束
爲
一
時
也
︒
約
得
道
明
一
時
者
︒
赴
機
說
教
︒
聞
教
即
入
如
苦
忍
一
亜
那
︒
此
約
少
時
明
一
時
︒
今
約
此
多
時
少
時
︒
總
明
一
時
︒
謂
總
一
期
說
法
︒
通
是
一
時
之
事
也
︒
就
此
分
別
︒
略
爲
五
意
︒
一
約
衆
生
機
發
︒
明
一
時
︒
二
約
佛
說
教
︒
明
一
時
︒
三
約
機
教
合
︒
明
一
時
︒
四
約
得
道
︒
明
一
時
︒
五
約
阿
難
聞
經
明
一
時
︒
一
機
發
明
一
時
者
︒
若
世
善
機
發
時
即
是
多
時
︒
出
世
善
機
發
即
是
少
時
︒
總
此
多
少
皆
一
時
也
︒
二
約
佛
說
教
明
一
時
者
︒
方
便
用
三
悉
檀
起
教
即
是
多
時
︒
實
慧
用
第
一
義
悉
擅
起
教
即
是
少
時
︒
總
此
多
少
皆
名
一
時
也
︒
三
約
教
與
機
合
明
一
時
者
︒
權
教
與
世
間
善
根
合
即
是
多
時
︒
實
教
與
出
世
善
根
合
即
是
少
時
︒
機
教
合
故
不
在
二
時
︒
故
名
一
時
也
︒
四
約
四
衆
得
道
明
一
時
者
︒
若
得
世
間
之
道
即
是
多
時
︒
若
得
出
世
間
之
道
即
是
少
時
︒
總
此
多
少
皆
名
一
時
也
︒
五
約
阿
難
聞
經
明
﹇
4
7
4
b
﹈
一
時
者
︒
佛
說
經
多
時
少
時
︒
即
是
阿
難
聞
經
時
︒
聞
非
異
時
故
名
一
時
︒
又
阿
難
得
佛
覺
三
昧
︒
所
未
聞
經
以
三
昧
力
︒
悉
皆
得
聞
入
三
昧
聞
故
名
一
時
︒
又
解
︒
佛
爲
阿
難
重
說
︒
即
是
阿
難
聞
經
時
名
一
時
也
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
時
上
疑
脫
一
字
﹂
と
あ
り
︑
意
味
上
﹁
一
﹂
を
補
う
︒
﹃
略
疏
﹄
は
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
で
﹁
如
戒
序
云
︒
春
分
四
月
日
爲
時
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
9
c
2
0
︶
と
あ
る
︒
【
書
き
下
し
】
一
時此
れ
即
ち
是
れ
四
衆
︑
教
を
感
じ
得
道
す
る
の
時
な
り
︒
此
れ
亦
た
如
是
の
信
ず
べ
き
を
助
成
す
る
な
り
︒
故
に
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
時
と
方
を
論
ず
︒
皆
︑
信
を
生
ぜ
ん
が
爲
な
り
﹂
と
︒
今
︑
一
時
を
釋
す
る
に
亦
た
三
意
と
爲
す
︒
一
に
總
解
︒
二
に
教
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
〇
に
約
し
て
別
解
す
︒
三
に
觀
心
に
約
す
︒
第
一
に
總
じ
て
解
す
と
は
︑
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
數
時
等
︑
實
に
無
し
︒
陰
・
持
・
入(
)
の
攝
せ
ざ
る
所
な
れ
ば
な
り
︒
故
に
但
だ
世
俗
に
隨
て
︑
一
時
と
說
く
の
み
に
し
て
咎
無
し
﹂
と
︒
上
の
標
章
の
言
の
﹁
四
衆
︑
教
を
感
じ
得
道
す
る
の
時
﹂
を
一
時
と
名
づ
く
る
と
は
︑
此
れ
多
時
少
時
に
約
す
る
が
故
に
一
時
と
名
づ
く
る
な
り
︒
若
し
通
じ
て
論
せ
ば
︑
四
衆
は
一
期
の
教
門
を
感
じ
︑
始
終
・
久
近
は
皆
な
一
時
と
名
づ
く
︒
即
ち
是
れ
多
時
少
時
を
束
ね
て
︑
共
に
一
時
を
明
か
す
な
り
︒
﹃
戒
序
﹄
に
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
春
分
四
月
の
日
を
一
時
と
爲
す
﹂
と
︒
春
分
は
實
に
多
時
有
り(
)
︒
但
だ
總
て
束
ね
て
一
時
と
爲
す
な
り
︒
得
道
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
機
に
赴
い
て
教
を
說
く
︒
教
を
聞
い
て
即
ち
入
る
こ
と
苦
忍
の
一
亜
那(
)
の
如
し
︒
此
れ
少
時
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
今
︑
此
の
多
時
少
時
に
約
し
て
︑
總
じ
て
一
時
を
明
か
す
︒
謂
く
︑
一
期
の
說
法
を
總
ず
る
に
︑
通
じ
て
是
れ
一
時
の
事
と
謂
う
な
り
︒
此
れ
に
就
い
て
分
別
し
て
︑
略
し
て
五
意
と
爲
す
︒
一
に
衆
生
の
機
の
發
す
る
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
二
に
佛
の
說
教
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
三
に
機
と
教
の
合
す
る
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
四
に
得
道
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
五
に
阿
難
が
經
を
聞
く
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
一
に
機
發
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
若
し
世
の
善
機
發
す
る
時
︑
即
ち
是
れ
多
時
な
り
︒
出
世
の
善
機
發
す
れ
ば
即
ち
是
れ
少
時
な
り
︒
此
の
多
少
を
總
ず
る
に
︑
皆
一
時
な
り
︒
二
に
佛
が
教
を
說
く
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
方
便
に
三
悉
檀(
)
を
用
い
て
教
を
起
こ
す
は
即
ち
是
れ
多
時
な
り
︒
實
慧
に
第
一
義
悉
檀
を
用
い
て
教
を
起
こ
す
は
︑
即
ち
是
れ
少
時
な
り
︒
此
の
多
少
を
總
ず
る
に
︑
皆
︑
一
時
と
名
づ
く
る
な
り
︒
三
に
教
と
機
と
合
す
る
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
權
教
と
世
間
の
善
根
が
合
す
れ
ば
︑
即
ち
是
れ
多
時
な
り
︒
實
教
と
出
世
の
善
根
と
合
す
れ
ば
︑
即
ち
是
れ
少
時
な
り
︒
機
と
教
が
合
す
る
が
故
に
二
時
に
在
ら
ず
︒
故
に
一
時
と
名
づ
く
る
な
り
︒
四
に
四
衆
の
得
道
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
若
し
世
間
の
道
を
得
ば
︑
即
ち
是
れ
多
時
な
り
︒
若
し
出
世
間
の
道
を
得
ば
︑
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
一
即
ち
是
れ
少
時
な
り
︒
此
の
多
少
を
總
ず
る
に
︑
皆
︑
一
時
と
名
づ
く
る
な
り
︒
五
に
阿
難
が
經
を
聞
く
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
佛
︑
經
を
說
き
た
も
う
こ
と
多
時
少
時
な
り
︒
即
ち
是
れ
阿
難
が
經
を
聞
く
時
︑
聞
く
こ
と
異
時
に
非
ざ
る
が
故
に
一
時
と
名
づ
く
︒
又
︑
阿
難
︑
佛
覺
三
昧(
)
を
得
て
︑
未
だ
聞
か
ざ
る
所
の
經
を
三
昧
力
を
以
て
︑
悉
く
皆
聞
く
こ
と
を
得
︒
三
昧
に
入
っ
て
聞
く
が
故
に
一
時
と
名
づ
く
︒
又
︑
解
す
︒
佛
は
阿
難
の
爲
に
重
ね
て
說
き
た
も
う
︒
即
ち
是
れ
阿
難
が
經
を
聞
く
時
を
一
時
と
名
づ
く
る
な
り
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
同
論
の
巻
二
に
﹁
經
住
王
舍
城
︒
論
今
當
説
︒
問
曰
︒
何
以
不
直
説
般
若
波
羅
蜜
法
︒
而
説
佛
住
王
舍
城
︒
答
曰
︒
説
方
時
人
︒
令
人
心
生
信
故
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
7
5
c
1
3
-
1
5
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
同
論
の
巻
一
に
﹁
一
者
今
當
説
︒
問
曰
︒
佛
法
中
數
時
等
法
實
無
︒
陰
入
持
所
不
攝
故
︒
何
以
言
一
時
︒
答
曰
︒
隨
世
俗
故
有
一
時
無
有
咎
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
4
c
1
2
-
1
4
︶
と
あ
る
︒
(

)
陰
・
持
・
入
陰
界
入
の
こ
と
︒
﹁
持
﹂
は
﹁
界
﹂
に
同
じ
︒
(

)
『
戒
序
﹄
に
云
う
が
如
し
『
戒
序
﹄
は
﹃
梵
網
經
菩
薩
戒
序
﹄
で
﹃
梵
網
経
﹄
の
巻
下
の
前
に
置
か
れ
る
が
︑
﹃
大
正
蔵
経
﹄
第
二
十
四
巻
所
収
の
﹃
梵
網
経
﹄
テ
キ
ス
ト
中
の
﹃
戒
序
﹄
に
は
該
当
す
る
文
が
な
い
︒
し
か
し
︑
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
巻
三
十
八
所
収
の
︑
紹
聖
三
年
︵
1
0
9
6
︶
に
北
宋
の
慧
因
が
注
し
た
﹃
梵
網
經
菩
薩
戒
注
﹄
の
テ
キ
ス
ト
中
の
序
文
に
は
︑
｢
諸
大
德
春
分
四
月
日
為
一
時
﹂
﹇
5
5
1
b
5
﹈
｢
半
月
日
已
過
﹂
﹇
5
5
1
b
8
﹈
｢
少
一
夜
餘
有
一
夜
三
月
半
在
﹂
﹇
5
5
1
b
1
2
﹈
と
あ
り
︑
春
分
四
ヶ
月
を
束
ね
て
一
時
と
す
る
と
あ
る
︒
(

)
春
分
は
實
に
多
時
有
り
前
注
︵

︶
の
慧
因
の
注
に
は
﹁
從
臘
月
十
六
至
四
月
十
五
春
分
︒
四
月
十
六
至
八
月
十
五
夏
分
︒
八
月
十
六
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
二
至
臘
月
十
五
冬
分
﹂
︵
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
巻
三
十
八
︑
5
5
1
b
6
︶
と
あ
り
︑
春
分
は
十
二
月
十
六
日
よ
り
四
月
十
五
日
ま
で
の
四
ヶ
月
あ
っ
て
︑
他
の
夏
分
や
冬
分
よ
り
も
期
間
が
長
い
︒
こ
れ
を
﹁
多
時
﹂
と
い
っ
た
も
の
︒
(

)
苦
忍
の
一
亜
那
修
道
の
階
位
の
う
ち
︑
四
諦
の
真
理
を
証
得
す
る
見
道
位
に
十
六
心
あ
る
う
ち
︑
そ
の
最
初
の
苦
法
智
忍
の
こ
と
︒
欲
界
の
苦
諦
を
観
察
し
て
︑
苦
諦
の
下
の
五
見
な
ど
の
十
煩
悩
を
断
ず
る
段
階
を
い
う
︒
こ
の
断
尽
は
一
念
に
な
さ
れ
る
の
で
一
刹
那
と
い
う
︒
(

)
三
悉
檀
四
悉
檀
の
う
ち
の
第
一
義
悉
檀
を
除
く
世
界
悉
檀
︑
各
各
為
人
悉
檀
︑
対
治
悉
檀
を
い
う
︒
(

)
佛
覺
三
昧
仏
の
悟
り
を
証
得
す
る
三
昧
の
こ
と
︒
湛
然
の
﹃
法
華
文
句
記
﹄
に
よ
れ
ば
︑
﹁
言
佛
覺
者
︒
秖
是
佛
加
︒
覺
力
如
佛
故
名
佛
覺
三
昧
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
四
︑
1
6
1
c
2
2
-
2
3
︶
と
い
う
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
4
b
4
-
c
1
第
二
約
教
明
一
時
者
︒
即
是
約
四
教
分
別
四
種
一
時(
)
義
也
︒
一
約
三
藏
因
緣
生
滅
教
︒
明
一
時
︒
亦
具
前
五
種
一
時
之
義
︒
或
用
隨
俗
時
︒
或
用
因
緣(
)
假
名
時
︒
離
法
無
別
時
︒
以
爲
一
時
也
︒
二
約
通
教
明
一
時
︒
亦
具
前
五
種
一
時
之
義
︒
如
夢
之
一
時
也
︒
三
別
教
明
一
時
︒
亦
具
前
五
種
一
時
之
義
︒
破
一
時
顚
倒
︒
能
分
別
數
一
切
法
︒
見
三
世
事
無
滯
礙
也
︒
攝
大
乘
論
明
︒
數
識
攝
阿
僧
祇
明
世
識
攝
三
世
︒
若
約
此
一
時
︒
即
是
別
教
一
時
︒
四
圓
教
明
一
時(
)
︒
亦
具
前
五
種
一
時
義
︒
但
圓
教
正
約
不
思
議
法
性
明
一
時
︒
一
切
入
一
時
︒
如
此
經
明
住
不
思
議
解
脫
︒
菩
薩
七
日
爲
一
劫
︒
一
劫
爲
七
日
︒
法
華
經
明
六
十
小
劫
︒
謂
如
食
頃
︒
華
嚴
明
十
一
切
等
︒
約
此
明
一
時
︒
即
是
圓
教
一
時
義
也
︒
若
用
四
教
明
一
時
︒
約
衆
經
具
一
時
︒
多
少
竝
類
如
是
可
知
︒
第
三
約
觀
心
一
時
義
者
︒
觀
心
生
滅
義
︒
心
在
定
時
︒
能
知
世
間
生
滅
法
相
︒
是
則
一
念
中
慧
眼
開
發
︒
能
見
生
滅
之
理
故(
)
名
一
時
︒
若
非
定
心
︒
少
時
逢
然
見
理
︒
前
思
後
覺
︒
憶
想
顚
倒
︒
雖
有
解
心
生
滅
︒
不
能
見
理
︒
非
一
時
也
︒
又
約
觀
心
明
一
時
︒
體
假
入
空
︒
觀
慧
眼
開
︒
一
時
︒
從
空
入
假
︒
觀
法
眼
開
︒
一
時
︒
中
道
正
觀
佛
眼
開
︒
一
時
︒
皆
是
定
心
一
念
︒
少
時
逢
然
開
發
︒
即
見
眞
一
實
諦
理
︒
名
﹇
4
7
4
c
﹈
一
時
也
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
三
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
一
下
疑
脫
時
字
﹂
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
今
︑
﹁
一
﹂
の
字
を
補
う
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
に
は
﹁
法
﹂
と
あ
る
が
︑
欄
外
注
記
に
﹁
法
疑
誤
當
作
緣
﹂
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
今
︑
﹁
緣
﹂
に
改
め
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
亦
上
疑
脫
四
圓
教
明
一
時
六
字
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
意
味
上
︑
表
現
上
の
必
要
性
か
ら
﹁
四
圓
教
明
一
時
﹂
の
六
字
を
補
う
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
名
故
疑
写
倒
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
則
一
念
慧
眼
開
發
見
生
滅
之
理
︒
故
名
一
時
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
7
0
a
1
5
︶
と
あ
る
の
で
︑
今
︑
改
め
る
︒
【
書
き
下
し
】
第
二
に
教
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
と
は
︑
即
ち
是
れ
四
教
に
約
し
て
四
種
の
一
時
の
義
を
分
別
す
る
な
り
︒
一
に
三
藏
の
因
緣
生
滅
の
教
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
亦
た
前
の
五
種
の
一
時
の
義(
)
を
具
す
︒
或
は
隨
俗
の
時
を
用
い
︑
或
は
因
緣
假
名
の
時
を
用
う
︒
法
を
離
れ
て
は
別
の
時
無
く
︑
以
て
一
時
と
爲
す
な
り
︒
二
に
通
教
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
亦
た
前
の
五
種
の
一
時
の
義
を
具
す
︒
夢
の
一
時
な
る
が
如
き
な
り
︒
三
に
別
教
に
一
時
を
明
か
す
︒
亦
た
前
の
五
種
の
一
時
の
義
を
具
す
︒
一
時
の
顚
倒
を
破
し
︑
能
く
數
も
て
一
切
法
を
分
別
し
て(
)
︑
三
世
の
事
を
見
る
こ
と
滯
礙
無
き
な
り
︒
﹃
攝
大
乘
論
﹄
に(
)
數
識
が
阿
僧
祇
を
攝
す
る
こ
と
を
明
か
し
︑
世
識
が
三
世
を
攝
す
る
こ
と
を
明
か
す
︒
若
し
此
の
一
時
に
約
す
れ
ば
︑
即
ち
是
れ
別
教
の
一
時
な
り
︒
四
に
圓
教
に
一
時
を
明
か
す
︒
亦
た
前
の
五
種
の
一
時
の
義
を
具
す
︒
但
だ
圓
教
は
正
し
く
不
思
議
法
性
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
の
み
︒
一
切
は
一
時
に
入
る
こ
と
︑
此
の
經
が(
)
不
思
議
解
脫
に
住
す
る
菩
薩
は
七
日
を
一
劫
と
爲
し
︑
一
劫
を
七
日
と
爲
す
と
明
か
す
が
如
し
︒
﹃
法
華
經
﹄
は(
)
六
十
小
劫
は
食
頃
の
如
し
と
謂
う
と
明
か
し
︑
﹃
華
嚴
﹄
は(
)
十
の
一
切
を
明
か
す
等
の
如
し
︒
此
れ
に
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
四
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︒
即
ち
是
れ
圓
教
の
一
時
の
義
な
り
︒
若
し
四
教
を
用
い
て
一
時
を
明
か
さ
ば
︑
衆
經
に
一
時
を
具
す
る
に
約
す
︒
多
少
は
竝
び
に
是
く
の
如
き
に
類
し
て
知
る
べ
し
︒
第
三
に
觀
心
に
約
す
る
一
時
の
義
と
は
︑
因
緣
生
滅
の
義
を
観
心
す
︒
心
︑
定
に
在
る
時
︑
能
く
世
間
の
生
滅
の
法
相
を
知
る
︒
是
れ
則
ち
一
念
中
に
慧
眼
開
發
し
︑
能
く
生
滅
の
理
を
見
る
が
故
に
一
時
と
名
づ
く
︒
若
し
定
心
に
し
て
少
時
に
逢
然
と
理
を
見
る
に
非
れ
ば
︑
前
に
思
い
︑
後
に
覺
り
︑
憶
想
し
顚
倒
す
︒
心
の
生
滅
を
解
す
る
こ
と
有
り
と
雖
も
︑
理
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
︒
一
時
に
非
ざ
る
な
り
︒
又
︑
觀
心
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
に
︑
假
を
體
し
︑
空
に
入
り
︑
觀
慧
の
眼
開
く
︒
一
時
な
り
︒
空
從
り
假
に
入
り
︑
觀
法
の
眼
開
く
︒
一
時
な
り
︒
中
道
正
觀
し
て
佛
眼
開
く
︒
一
時
な
り
︒
皆
な
是
れ
定
心
の
一
念
な
り
︒
少
時
に
逢
然
と
し
て
開
發
す
︒
即
ち
眞
の
一
實
諦
の
理
を
見
る
を
一
時
と
名
づ
く
る
な
り
︒
(

)
前
の
五
種
の
一
時
の
義
前
段
︵
4
7
4
a
1
-
b
5
︶
の
︑
︵
一
︶
衆
生
の
機
が
発
す
る
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︑
︵
二
︶
に
仏
の
説
教
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︑
︵
三
︶
機
と
教
の
合
す
る
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︑
︵
四
︶
得
道
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︑
︵
五
︶
阿
難
が
経
を
聞
く
に
約
し
て
一
時
を
明
か
す
︑
の
五
つ
の
場
合
に
お
け
る
五
種
の
一
時
を
い
う
︒
(

)
能
く
數
も
て
⁝
⁝
分
別
し
て
後
文
に
数
識
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
︑
こ
こ
は
数
量
に
よ
っ
て
一
切
の
存
在
︑
自
性
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
︑
の
意
に
解
す
︒
(

)
『
攝
大
乘
論
﹄
に
世
親
造
・
真
諦
訳
﹃
摂
大
乗
論
釈
﹄
に
﹁
世
識
謂
生
死
相
續
不
斷
識
︒
數
識
謂
從
一
乃
至
阿
僧
祇
數
識
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
一
︑
1
8
1
c
1
2
-
1
3
︶
と
あ
る
︒
(

)
此
の
經
が
『
維
摩
経
﹄
不
思
議
品
に
﹁
又
舍
利
弗
︒
或
有
衆
生
樂
久
住
世
而
可
度
者
︒
菩
薩
即
延
七
日
以
爲
一
劫
︒
令
彼
衆
生
謂
之
一
劫
︒
或
有
衆
生
不
樂
久
住
而
可
度
者
︒
菩
薩
即
促
一
劫
以
爲
七
日
︒
令
彼
衆
生
謂
之
七
日
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
6
c
8
-
1
2
︶
と
あ
る
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
五
(

)
『
法
華
經
﹄
は
『
妙
法
蓮
華
経
﹄
序
品
に
﹁
時
會
聽
者
亦
坐
一
處
︒
六
十
小
劫
身
心
不
動
︒
聽
佛
所
説
謂
如
食
頃
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
4
a
2
6
2
7
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
華
嚴
﹄
は
『
華
厳
経
﹄
は
十
種
の
一
切
妙
音
声
雲
︑
十
種
の
一
切
智
︑
十
種
の
一
切
処
な
ど
︑
多
く
の
十
の
一
切
を
説
い
て
お
り
︑
ど
の
十
種
の
一
切
か
は
特
定
で
き
な
い
︒
﹃
華
厳
経
﹄
は
教
理
や
事
物
な
ど
に
つ
い
て
︑
十
の
法
数
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し
た
も
の
が
多
い
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
4
c
2
-
2
0
佛
在佛
即
能
說
如
是
之
化
主
︒
亦
爲
助
成
傳
聞
之
可
信
也
︒
所
以
者
何
︒
若
是
九
十
六
種
所
說
邪
見
顚
倒
故
︒
自
不
足
歸
心
︒
若
是
三
乘
聖
人
所
說
︒
既
猶
居
不
極
之
位
︒
所
說
又
非
究
竟
︒
今
明
︒
無
師
大
覺
朗
然
頓
悟
︒
所
言
誠
諦
從
是
聞
經
物
情
欣
愜
也
︒
就
此
亦
爲
三
意
︒
一
總
明
佛
住
︒
二
約
教
分
別
佛
住
不
同
︒
三
約
觀
心
解
釋
︒
第
一
總
明
佛
住
義
者
︒
舊
A
佛
陀
︒
此
言
覺
者
︒
自
覺
覺
佗
名
之
爲
佛
︒
若
智
度
論
明
佛
陀
言
知
者
︒
知
何
等
法
︒
智
慧
知
未
來
現
在
衆
生
數
非
衆
生
數
有
常
無
常
一
切
諸
法
︒
菩
提
樹
下
了
了
覺
知
︒
故
名
爲
佛
︒
十
號
具
足
亦
名
一
切
智
人
︒
亦
名
婆(
)
伽
婆
︒
佛
德
無
量
︒
勝(
)
名
亦
復
無
量
︒
今
不
具
釋
︒
所
言
在
者
︒
在
即
住
之
異
名
耳
︒
大
智
論
云
︒
四
種
身
威
儀
坐
臥
行
住
︒
是
名
爲
住
︒
住
有
四
種
︒
一
者
天
住
︒
二
者
梵
住
︒
三
者
聖
住
︒
四
者
佛
住
︒
天
住
者
布
施
持
戒
善
心
三
事
︒
故
名
天
住
︒
梵
住
者
住
四
禪
四
無
量
心
四
無
色
定
也
︒
聖
住
者
住
空
無
相
無
作
四
諦
十
二
因
緣
理
也
︒
佛
住
者
佛
住
首
楞
嚴
等
無
量
三
昧
十
力
等
一
切
佛
法
也
︒
如
佛
所
得
法
︒
佛
於
中
住
︒
憐
愍
衆
生
故
︒
在
毗
耶
離
住
也
︒
(

)
原
テ
キ
ス
ト
は
﹁
頻
﹂
に
作
る
が
︑
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
頻
疑
誤
當
作
婆
﹂
と
あ
り
︑
テ
キ
ス
ト
の
後
の
文
に
も
﹁
婆
伽
婆
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
元
来
︑
b
h
a
g
a
v
a
t
の
音
写
語
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
今
︑
改
め
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
勝
略
疏
作
A
﹂
と
あ
る
が
︑
意
味
上
齟
齬
を
来
さ
な
い
の
で
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
六
【
書
き
下
し
】
佛
在佛
は
即
ち
能
く
如
是
を
說
く
の
化
主
な
り
︒
亦
た
傳
聞
の
信
ず
べ
き
を
助
成
す
る
を
爲
す
な
り
︒
所
以
は
何
ん
︒
若
し
是
れ
九
十
六
種
の
所
說(
)
な
ら
ば
︑
邪
見
顚
倒
な
る
が
故
に
︑
自
ら
心
を
歸
す
に
足
ら
ず
︒
若
し
是
れ
三
乘
の
聖
人
の
所
說
な
ら
ば
︑
既
に
猶
お
不
極
の
位
に
居
す
︒
所
說
︑
又
︑
究
竟
に
非
ず
︒
今
︑
明
か
さ
く
︒
無
師
の
大
覺
︑
朗
然
と
し
て
頓
悟
し
︑
言
う
所
は
誠
諦
な
り
︒
是
れ
從
り
經
を
聞
い
て
︑
物
の
情
︑
欣
愜
な
り(
)
︒
此
に
就
い
て
亦
た
三
意
と
爲
す
︒
一
に
は
總
じ
て
佛
住
を
明
か
す
︒
二
に
は
教
に
約
し
て
佛
住
の
不
同
を
分
別
す
︒
三
に
は
觀
心
に
約
し
て
解
釋
す
︒
第
一
に
總
じ
て
佛
住
の
義
を
明
か
す
と
は
︑
舊
に
佛
陀
と
A
す
︒
此
に
覺
者
と
言
う
︒
自
覺
・
覺
佗
こ
れ
を
名
け
て
佛
と
爲
す
︒
﹃
智
度
論
﹄
の
若
き
は(
)
佛
陀
を
明
か
し
て
知
者
と
言
う
︒
﹁
何
等
の
法
を
知
る
や
︒
智
慧
に
て
未
來
・
現
在
・
衆
生
數
・
非
衆
生
數
・
有
常
・
無
常
・
一
切
諸
法
を
知
る
︒
菩
提
樹
下
に
了
了
覺
知
す
る
が
故
に
名
け
て
佛
と
爲
す
﹂
と
︒
十
號
具
足
を
亦
た
一
切
智
人
と
名
づ
く
︒
亦
た
婆
伽
婆
と
名
づ
く
︒
佛
德
無
量
な
れ
ば
︑
勝
名
も
亦
復
た
無
量
な
り
︒
今
︑
具
さ
に
は
釋
せ
ず
︒
言
う
所
の
在
と
は
︑
在
は
即
ち
住
の
異
名
な
る
の
み
︒
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(
)
︑
﹁
四
種
の
身
の
威
儀
︑
坐
臥
行
住
︑
是
れ
を
名
づ
け
て
住
と
爲
す
︒
住
に
四
種
有
り
︒
一
に
は
天
住
︒
二
に
は
梵
住
︒
三
に
は
聖
住
︒
四
に
は
佛
住
な
り
︒
天
住
と
は
布
施
・
持
戒
・
善
心
の
三
事
の
故
に
天
住
と
名
づ
く
︒
梵
住
と
は
四
禪
・
四
無
量
心
・
四
無
色
定
に
住
す
る
な
り
︒
聖
住
と
は
空
・
無
相
・
無
作
・
四
諦
・
十
二
因
緣
の
理
に
住
す
る
な
り
︒
佛
住
と
は
︑
佛
が
首
楞
嚴
等
の
無
量
の
三
昧
︑
十
力
等
の
一
切
佛
法
に
住
す
る
な
り
︒
佛
の
所
得
の
法
の
如
し
︒
佛
は
中
に
於
い
て
住
す
﹂
と
︒
衆
生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
毗
耶
離(
)
に
在
っ
て
住
す
る
な
り
︒
(

)
九
十
六
種
の
所
說
九
十
六
術
の
外
道
說
︒
九
十
六
種
外
道
︒
大
小
乗
の
経
典
や
論
書
に
出
る
︑
仏
在
世
当
時
︑
王
舎
城
に
い
た
外
道
の
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
七
総
称
︒
た
と
え
ば
︑
吉
蔵
﹃
三
論
玄
義
﹄
に
は
﹁
外
道
多
端
︒
略
陳
其
二
︒
一
天
竺
異
執
︒
二
震
旦
衆
師
︒
總
論
西
域
九
十
六
術
︒
別
序
宗
要
則
四
執
盛
行
︒
一
計
邪
因
邪
果
︒
二
執
無
因
有
果
︒
三
立
有
因
無
果
︒
四
辨
無
因
無
果
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
十
五
︑
1
b
1
0
-
1
4
︶
と
あ
る
︒
(

)
物
の
情
︑
欣
愜
な
り
｢
物
﹂
は
衆
生
の
意
︒
﹁
情
﹂
は
心
︑
﹁
欣
愜
﹂
は
︑
嬉
し
く
︑
快
い
の
意
︒
(

)
『
智
度
論
﹄
の
若
き
は
『
大
智
度
論
﹄
巻
一
に
﹁
復
名
佛
陀
︒
︿
秦
言
知
者
﹀
知
何
等
法
︒
知
過
去
未
來
現
在
衆
生
數
非
衆
生
數
有
常
無
常
等
一
切
諸
法
︒
菩
提
樹
下
了
了
覺
知
故
︒
名
爲
佛
陀
﹂
︵
︿
﹀
部
分
は
割
り
注
︶
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
7
3
a
3
-
5
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
大
智
論
﹄
に
云
く
『
大
智
度
論
﹄
巻
三
に
﹁
説
方
時
人
︒
令
人
心
生
信
故
︒
云
何
名
住
︒
四
種
身
儀
坐
臥
︒
行
住
是
名
住
︒
又
以
怖
魔
軍
衆
︒
自
令
弟
子
歡
喜
入
種
種
諸
禪
定
故
︒
在
是
中
住
︒
復
次
三
種
住
︒
天
住
梵
住
聖
住
︒
六
種
欲
天
住
法
︒
是
爲
天
住
︒
梵
天
等
乃
至
非
有
想
非
無
想
天
住
法
︒
是
名
梵
住
︒
諸
佛
辟
支
佛
阿
羅
漢
住
法
︒
是
名
聖
住
︒
於
是
三
住
法
中
住
聖
住
法
︒
憐
愍
衆
生
故
︒
住
王
舍
城
︒
善
心
三
事
故
名
天
住
︒
慈
悲
喜
捨
四
無
量
心
故
名
梵
住
︒
空
無
相
無
作
︒
是
三
三
昧
名
聖
住
︒
聖
住
法
佛
於
中
住
︒
復
次
四
種
住
︒
天
住
・
梵
住
・
聖
住
・
佛
住
︒
三
住
如
前
説
︒
佛
住
者
︒
首
楞
嚴
等
︒
諸
佛
無
量
三
昧
十
力
四
無
所
畏
十
八
不
共
法
一
切
智
等
種
種
諸
慧
︒
及
八
萬
四
千
法
藏
度
人
門
︒
如
是
等
種
種
諸
佛
功
徳
︒
是
佛
所
住
處
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
7
5
c
1
5
-
7
6
a
7
︶
と
あ
る
︒
(

)
毗
耶
離
毘
舎
離
あ
る
い
は
吠
舎
離
と
も
︒
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
音
写
語
︒
V
a
iśā
lī
(
パ
ー
リ
：
V
e
sā
lī︶
︒
古
代
イ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ッ
ジ
国
に
あ
っ
た
商
業
都
市
で
︑
﹃
維
摩
経
﹄
説
法
の
場
所
︒
現
在
の
パ
ト
ナ
の
北
︒
こ
の
地
は
釈
尊
が
好
ん
だ
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
︑
仏
に
よ
る
こ
の
地
に
対
す
る
好
意
的
記
述
が
残
っ
て
い
る
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
4
c
2
0
-
4
7
5
a
1
3
第
二
別
約
教
釋
佛
住
義
不
同
者
︒
即
是
約
四
教
明
不
同
也
︒
四
教
明
佛
義
︒
分
別
已
略
在
玄
疏
︒
但
爲
化
四
種
根
性
衆
生
︒
現
相
亦
有
四
種
︒
如
初
成
道
起
轉
法
輪
︒
入
般
涅
槃
︒
皆
現
四
教
身
相
不
同
︒
初
成
﹇
4
7
5
a
﹈
現
身
相
不
同
者
︒
如
勝
天
王
般
若
所
明
︒
如
來
初
坐
道
樹
︒
得
成
正
覺
︒
或
現
坐
草
︒
或
現
坐
天
衣
︒
或
現
處
寶
座
︒
或
現
在
虗
空
中
︒
此
即
初
正
覺
赴
緣
︒
應
化
現
相
不
同
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
八
表
四
教
所
明(
)
佛
功
德
相
不
同
也
︒
次
明
轉
法
輪
現
身
相
不
同
者
︒
若
說
華
嚴
圓
滿
頓
教
則
現
大
相
小
相
之
身
︒
若
鹿
野
轉
生
滅
四
諦
法
輪
︒
即
脫
瓔
珞
︒
現
老
比
丘
之
身
︒
若
說
大
乘
方
等
︒
即
門
內
尊
特
之
身
︒
或
門
外
塵
土
娃
身
之
像
︒
若
說
摩
訶
般
若
︒
亦
現
門
內
尊
特
之
身
︒
及
種
種
佛
身
之
相
︒
以
衆
生
疑
故
︒
現
常
身
放
常
光
︒
若
說
法
華
︒
但
現
尊
勝
之
相
︒
若
說
涅
槃
︒
備
現
四
種
身
相
事
︒
同
方
等
現
身
相
︒
此
略
明
轉(
)
示
現
身
相
不
同
︒
如
是
隨
緣
感
種
種
之
身
︒
何
但
現
四
種
身
相
也
︒
今
一
往
約
四
教
不
同
︒
大
略
而
言
四
種
現
相
耳
︒
(

)
原
テ
キ
ス
ト
に
は
﹁
明
﹂
の
下
に
﹁
明
﹂
が
あ
っ
て
重
複
す
る
︒
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
は
﹁
明
疑
剰
﹂
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
﹁
明
﹂
の
一
字
を
削
除
す
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
轉
下
疑
脫
法
輪
二
字
﹂
と
あ
る
が
︑
今
は
採
ら
な
い
︒
【
書
き
下
し
】
第
二
に
別
し
て
教
に
約
し
て
佛
住
の
義
不
同
な
る
を
釋
す
と
は
︑
即
ち
是
れ
四
教
に
約
し
て
不
同
を
明
か
す
な
り
︒
四
教
に
佛
の
義
を
明
か
し(
)
︑
分
別
し
已
わ
り
て
略
し
て
玄
疏
に
在
り(
)
︒
但
だ
四
種
の
根
性
の
衆
生
を
化
す
爲
に
︑
相
を
現
ず
る
こ
と
亦
た
四
種
有
り
︒
初
に
成
道
し
て
轉
法
輪
を
起
こ
し
︑
般
涅
槃
に
入
る
が
如
し
︒
皆
四
教
の
身
相
を
現
ず
る
こ
と
不
同
な
り
︒
初
め
に
現
身
の
相
を
成
ず
る
こ
と
不
同
と
は
︑
﹃
勝
天
王
般
若
﹄
の
明
か
す
所(
)
の
如
し
︒
﹁
如
來
は
初
め
道
樹
に
坐
し
︑
正
覺
を
成
ず
る
こ
と
を
得
︑
或
は
草
に
坐
す
る
を
現
じ
︑
或
は
天
衣
に
坐
す
る
こ
と
を
現
じ
︑
或
は
寶
座
に
處
す
こ
と
を
現
じ
︑
或
は
虗
空
中
に
在
る
こ
と
を
現
ず
﹂
と
︒
此
れ
即
ち
初
め
に
正
覺
し
て
緣
に
赴
き
︑
應
化
し
て
相
を
現
ず
る
こ
と
不
同
な
り
︒
四
教
の
明
か
す
所
の
佛
の
功
德
の
相
不
同
な
る
を
表
す
な
り
︒
次
に
法
輪
を
轉
じ
て
身
相
を
現
ず
る
こ
と
不
同
な
る
を
明
か
す
と
は
︑
若
し
華
嚴
圓
滿
頓
教
を
說
か
ば
︑
則
ち
大
相
小
相
の
身
を
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
三
九
現
じ
︑
若
し
鹿
野
に
生
滅
の
四
諦
法
輪
を
轉
ぜ
ば
︑
即
ち
瓔
珞
を
脫
し
︑
老
比
丘
の
身
を
現
ず
︒
若
し
大
乘
方
等
を
說
か
ば
︑
即
ち
門
內
の
尊
特
の
身(
)
︑
或
は
門
外
の
塵
土
娃
身
の
像(
)
な
り
︒
若
し
摩
訶
般
若
を
說
か
ば
︑
亦
た
門
內
尊
特
の
身
︑
及
び
種
種
の
佛
身
の
相
を
現
ず
︒
衆
生
疑
う
を
以
て
の
故
に
︑
常
に
身
に
常
光
を
放
つ
を
現
ず
︒
若
し
法
華
を
說
か
ば
︑
但
だ
尊
勝
の
相
を
現
ず
︒
若
し
涅
槃
を
說
か
ば
︑
備
さ
に
四
種
の
身
相
の
事
を
現
ず
︒
方
等
の
身
相
を
現
ず
る
に
同
ず
︒
此
れ
略
し
て
轉
じ
て
身
相
を
示
現
す
る
こ
と
不
同
な
る
を
明
か
す
︒
是
く
の
如
く
隨
緣
し
て
種
種
の
身
を
感
ず
︒
何
ぞ
但
だ
四
種
の
身
相
を
現
ず
る
の
み
な
ら
ん
や
︒
今
︑
一
往
︑
四
教
の
不
同
に
約
し
て
︑
大
略
し
て
四
種
に
相
を
現
ず
る
と
言
う
の
み
︒
(

)
四
教
に
⁝
⁝
明
か
し
｢
四
教
﹂
は
﹃
四
教
義
﹄
の
よ
う
な
特
定
の
文
献
名
を
指
す
か
︑
あ
る
い
は
化
法
の
四
教
の
こ
と
か
︑
未
検
︒
(

)
略
し
て
玄
疏
に
在
り
『
玄
疏
﹄
が
ど
の
文
献
を
指
す
の
か
不
明
︒
守
篤
は
﹃
四
教
義
﹄
中
の
巻
七
︵
三
蔵
教
︶
︑
八
︵
通
教
︶
︑
九
︵
別
教
︶
︑
十
一
巻
︵
円
教
︶
と
い
う
が
︵
﹃
籤
録
﹄
巻
一
︑
二
十
二
オ
︶
︑
﹃
維
摩
経
玄
疏
﹄
︑
あ
る
い
は
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
十
︑
判
教
相
の
可
能
性
も
あ
る
︒
(

)
『
勝
天
王
般
若
﹄
の
明
か
す
所
『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
﹄
巻
四
︑
平
等
品
に
﹁
亦
復
有
人
不
見
此
事
︒
或
有
衆
生
但
見
菩
薩
敷
草
而
坐
︒
或
見
菩
薩
處
大
師
子
寶
臺
而
坐
︒
或
見
菩
薩
在
地
而
坐
︒
或
見
空
中
自
然
而
有
師
子
之
座
菩
薩
安
坐
︒
或
有
衆
生
見
阿
説
他
樹
爲
菩
提
樹
︒
或
見
波
利
質
多
羅
樹
︒
或
見
衆
寶
合
成
爲
菩
提
樹
︒
或
有
衆
生
見
菩
提
樹
高
七
多
羅
樹
︒
或
有
衆
生
見
菩
提
樹
高
八
萬
四
千
由
旬
︒
師
子
之
座
高
四
萬
二
千
由
旬
︒
或
有
衆
生
遥
見
菩
薩
遊
戲
空
中
︒
或
見
菩
薩
坐
菩
提
樹
︒
舍
利
弗
︒
菩
薩
摩
訶
薩
行
般
若
波
羅
蜜
︒
以
方
便
力
示
現
如
是
種
種
神
變
化
度
衆
生
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
︑
7
0
9
c
1
3
-
2
3
︶
と
あ
る
を
指
す
か
︒
灌
頂
の
﹃
大
般
涅
槃
経
疏
﹄
に
は
﹁
勝
天
王
中
︒
初
坐
樹
下
有
四
種
相
︒
或
見
坐
祥
草
︒
或
見
坐
天
衣
︒
或
見
坐
七
寶
︒
或
見
坐
虚
空
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
8
b
9
-
1
0
︶
と
あ
り
︑
テ
キ
ス
ト
の
引
用
文
に
近
い
︒
(

)
門
內
の
尊
特
の
身
『
妙
法
蓮
華
経
﹄
信
解
品
の
長
者
窮
子
の
喩
に
基
づ
い
た
表
現
︒
邸
宅
門
内
に
い
る
長
者
は
財
富
無
量
で
︑
種
種
の
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
四
〇
厳
飾
あ
っ
て
威
徳
特
尊
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
︒
信
解
品
に
﹁
爾
時
窮
子
︒
傭
賃
展
轉
遇
到
父
舍
住
立
門
側
︒
遥
見
其
父
踞
師
子
床
寶
机
承
足
︒
諸
婆
羅
門
刹
利
居
士
皆
恭
敬
圍
繞
︒
以
眞
珠
瓔
珞
價
直
千
萬
莊
嚴
其
身
︒
吏
民
僮
僕
手
執
白
拂
侍
立
左
右
︒
覆
以
寶
帳
︒
垂
諸
華
幡
︒
香
水
灑
地
︒
散
衆
名
華
︒
羅
列
寶
物
出
内
取
與
︒
有
如
是
等
種
種
嚴
飾
︒
威
徳
特
尊
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
1
6
c
1
2
-
1
7
︶
︒
(

)
門
外
の
塵
土
娃
身
の
像
前
注
︵

︶
と
同
じ
く
﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
信
解
品
の
長
者
窮
子
の
喩
に
基
づ
い
た
表
現
︒
長
者
の
邸
宅
の
門
外
に
佇
む
窮
子
は
︑
塵
ま
み
れ
の
不
浄
な
様
相
を
し
て
い
た
と
説
か
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
信
解
品
に
﹁
又
以
他
日
於
窓
牖
中
遥
見
子
身
︒
羸
瘦
憔
悴
糞
土
塵
坌
汚
穢
不
淨
﹂
︒
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
1
7
a
1
4
-
1
5
︶
と
あ
る
︒
【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
5
a
1
3
-
b
9
次
明
入
涅
槃
現
四
種
身
相
不
同
者
︒
如
像
法
決
疑
經
云
︒
如
來
將
入
涅
槃
︒
是
時
大
衆
︒
或
見
佛
如
沙
門
之
像
︒
或
見
佛
威
德
相
好
端
嚴
︒
或
見
佛
坐
寶
蓮
華
︒
說
心
地
法
門
︒
或
現
見(
)
身
如
虗
空
無
有
邊
表
︒
此
豈
非
表
說
四
教
之
功
已
訖
︒
將
入
涅
槃
現
此
相
也
︒
此
經
既
是
方
等
教
︒
攝
住
於
毗
耶
離
城
︒
說
大
乘
方
等
︒
所
可
現
身
︒
亦
應
隨
緣
感
現
︒
故
此
經
長
者
子
寶
積
︒
說
偈
歎
言
︒
各
見
世
尊
在
其
前
︒
斯
則
神
力
不
共
法
︒
各
見
者
四
教
之
機
︒
感
佛
身
相
不
同
也
︒
問
曰
︒
四
教
善
根
隨
緣
所
見
定
︒
如
前
分
別
不
︒
答
曰
︒
一
往
相
對
理
︒
在
隨
緣
機
感
︒
若
就
其
鄣
邊
云
︒
可
見
劣
身
而
說
勝
法
︒
如
觀
世
音
以
種
種
形
︒
遊
諸
國
土
說
大
乘
法
︒
豈
況
如
來
雖
現
劣
身
︒
何
妨
說
勝
法
也
︒
次
用
四
教
明
住
義
者
︒
各
隨
教
所
辨
佛
地
法
門
不
同
︒
佛
於
中
住
憐
愍
衆
生
︒
故
住
毗
耶
離
也
︒
第
三
約
觀
心
明
佛
住
義
者
︒
如
華
嚴
經
云
︒
欲
見
如
來
心
︒
但
觀
衆
生
心
即
見(
)
如
來
心
︒
所
以
者
何
︒
一
心
三
觀
︒
圓
觀
因
緣
三
諦
之
理
︒
即
是
開
佛
知
見
︒
雖
有
肉
眼
︒
名
爲
佛
眼
︒
亦
名
種
智
︒
若
用
三
智
︒
以
不
住(
)
三
諦
三
昧
亦
是
如
佛
所
得
之
法
︒
佛
於
中
住
憐
愍
衆
生
︒
能
不
捨
道
法
︒
現
凡
夫
事
︒
住
一
切
世
間
法
也
︒
此
須
善
用
六
即
分
別
︒
入
大
乘
之
要
門
也
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
四
一
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
現
見
疑
寫
倒
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
は
﹁
或
見
身
如
虚
空
無
有
邊
表
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
7
0
b
2
0
︶
と
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
の
﹁
現
見
﹂
の
二
字
の
う
ち
︑
﹁
現
﹂
の
一
字
は
写
誤
に
よ
る
衍
字
の
可
能
性
も
あ
る
︒
し
か
し
︑
今
は
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
見
心
即
疑
誤
當
作
心
即
見
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
華
嚴
云
欲
見
如
來
心
但
觀
衆
生
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
7
0
b
2
9
-
c
1
︶
と
あ
る
︒
意
味
上
か
ら
も
﹁
見
心
即
﹂
を
﹁
心
即
見
﹂
と
改
め
る
︒
(

)
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
﹁
住
下
疑
脫
法
住
二
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
若
用
三
智
以
不
住
法
住
三
諦
三
昧
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
7
0
c
2
-
3
︶
と
あ
る
が
︑
今
は
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒
【
書
き
下
し
】
次
に
涅
槃
に
入
り
て
四
種
の
身
相
を
現
ず
る
こ
と
不
同
な
る
を
明
か
す
と
は
︑
﹃
像
法
決
疑
經
﹄
に
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
如
來
將
に
涅
槃
に
入
り
た
も
う
︒
是
の
時
︑
大
衆
︑
或
い
は
佛
︑
沙
門
の
像
の
如
く
な
る
を
見
る
︒
或
い
は
佛
︑
威
德
相
好
端
嚴
な
る
を
見
る
︒
或
い
は
佛
︑
寶
蓮
華
に
坐
し
て
心
地
法
門
を
說
く
を
見
る
︒
或
い
は
現
じ
て
身
は
虗
空
の
如
く
邊
表
有
る
こ
と
無
き
を
見
る
﹂
と
︒
此
れ
豈
に
四
教
を
說
く
の
功
︑
已
に
訖
る
を
表
す
に
非
ざ
ら
ん
や
︒
將
に
涅
槃
に
入
り
て
此
の
相
を
現
ず
る
な
り
︒
此
の
經
︑
既
に
是
れ
方
等
教
に
し
て
攝
し
て
毗
耶
離
城
に
住
し
て
大
乘
方
等
を
說
く
︒
現
ず
べ
き
所
の
身
︑
亦
た
應
に
感
に
隨
緣
し
て
現
ず
べ
し
︒
故
に
此
の
經
の
長
者
子
寶
積
︑
偈
を
說
い
て
歎
じ
て
言
わ
く(
)
﹁
各
︑
世
尊
︑
其
の
前
に
在
る
を
見
る
︒
斯
れ
則
ち
神
力
の
不
共
法
な
り
﹂
と
︒
各
︑
見
る
者
︑
四
教
の
機
︑
佛
身
の
相
を
感
ず
る
こ
と
不
同
な
り
︒
問
う
て
曰
く
︒
四
教
の
善
根
︑
隨
緣
し
て
見
る
所
の
定
は
︑
前
に
分
別
す
る
が
如
き
や
不
や
︒
答
え
て
曰
く
︒
一
往
は
相
對
の
理
︑
隨
緣
し
て
機
の
感
ず
る
に
在
り
︒
若
し
其
の
鄣
邊
に
就
い
て
云
わ
ば
︑
劣
身
に
し
て
勝
法
を
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
四
二
說
く
を
見
る
べ
し
︒
觀
世
音
の
如
き
は
種
種
の
形
を
以
て
︑
諸
の
國
土
に
遊
び
大
乘
法
を
說
く
︒
豈
に
況
ん
や
如
來
は
劣
身
を
現
ず
と
雖
も
︑
何
ぞ
勝
法
を
說
く
を
妨
げ
ん
や
︒
次
に
四
教
を
用
い
て
住
の
義
を
明
か
さ
ば
︑
各
︑
教
の
辨
ず
る
所
の
佛
地
法
門
の
不
同
な
る
に
隨
っ
て
︑
佛
は
中
に
住
し
て
衆
生
を
憐
愍
す
︒
故
に
毗
耶
離
に
住
す
る
な
り
︒
第
三
に
觀
心
に
約
し
て
佛
住
の
義
を
明
か
さ
ば
︑
﹃
華
嚴
經
﹄
に
云
う
が
如
し(
)
︒
﹁
如
來
心
を
見
ん
と
欲
せ
ば
︑
但
だ
衆
生
心
を
觀
ぜ
よ
︒
即
ち
如
來
心
を
見
る
﹂
と
︒
所
以
は
何
ん
︒
一
心
三
觀
も
て
因
緣
三
諦
の
理
を
圓
觀
せ
ば
︑
即
ち
是
れ
佛
知
見
を
開
く(
)
な
り
︒
肉
眼
有
り
と
雖
も
︑
名
け
て
佛
眼
と
爲
す
︒
亦
た
種
智
と
名
づ
く
︒
若
し
三
智(
)
を
用
い
︑
不
住
を
以
て
せ
ば
︑
三
諦
三
昧
︑
亦
た
是
れ
佛
所
得
の
法
の
如
し
︒
佛
は
中
に
住
し
て
衆
生
を
憐
愍
し
︑
能
く
道
法
を
捨
て
ず
︒
凡
夫
の
事
を
現
じ
︑
一
切
世
間
法
に
住
す
る
な
り
︒
此
れ
須
く
善
く
六
即(
)
を
用
い
て
分
別
し
︑
大
乘
の
要
門
に
入
る
べ
き
な
り
︒
(

)
『
像
法
決
疑
經
﹄
に
云
う
が
如
し
同
経
に
﹁
善
男
子
︒
今
日
座
中
無
央
数
衆
各
見
不
同
︒
或
見
如
来
入
般
涅
槃
︒
或
見
如
来
住
世
一
劫
︒
或
見
如
来
住
無
量
劫
︒
或
見
如
来
丈
六
之
身
︒
或
見
小
身
︒
或
見
大
身
︒
或
見
報
身
坐
蓮
華
蔵
世
界
海
為
千
百
億
釈
迦
牟
尼
佛
説
心
地
法
門
︒
或
見
法
身
同
於
虚
空
無
有
分
別
無
相
無
碍
遍
周
法
界
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
十
五
︑
1
3
3
7
a
5
-
1
1
︶
と
あ
る
︒
(

)
偈
を
說
い
て
歎
じ
て
言
わ
く
『
維
摩
経
﹄
仏
国
品
に
﹁
各
見
世
尊
在
其
前
斯
則
神
力
不
共
法
佛
以
一
音
演
説
法
衆
生
隨
類
各
得
解
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
3
8
a
1
-
2
︶
と
あ
る
︒
(

)
『
華
嚴
經
﹄
に
云
う
が
如
し
智
顗
﹃
維
摩
経
玄
疏
﹄
に
﹁
故
華
嚴
經
云
︒
欲
知
如
來
心
但
觀
衆
生
心
︒
譬
如
一
微
塵
中
有
三
千
大
千
世
界
經
卷
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
4
9
b
1
-
2
︶
と
あ
り
︑
湛
然
の
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
華
嚴
云
欲
知
如
來
心
但
觀
衆
生
心
︒
若
見
如
來
心
即
見
衆
生
心
︒
如
破
一
微
塵
出
大
千
經
卷
﹂
︵
同
前
︑
5
6
8
c
1
8
-
2
0
︶
と
あ
っ
て
︑
下
線
部
分
が
同
一
の
﹃
華
厳
経
﹄
の
引
文
が
あ
る
が
︑
﹃
六
十
華
厳
﹄
に
は
﹁
欲
知
如
來
心
﹂
に
続
く
﹁
但
觀
衆
生
心
﹂
の
文
は
な
い
︒
経
の
巻
三
十
五
の
如
来
性
起
品
に
は
﹁
欲
知
如
來
心
應
解
最
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
四
三
勝
智
如
來
智
無
量
最
勝
心
亦
然
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
6
2
4
a
2
7
-
2
8
︶
の
偈
が
あ
る
︒
(

)
佛
知
見
を
開
く
仏
の
悟
り
の
智
慧
に
よ
る
見
解
を
説
き
示
す
︑
の
意
︒
﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
方
便
品
に
﹁
諸
佛
世
尊
︒
欲
令
衆
生
開
佛
知
見
使
得
清
淨
故
出
現
於
世
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑
7
a
2
3
-
2
5
︶
と
あ
る
︒
(

)
三
智
空
諦
を
照
了
す
る
一
切
智
︑
仮
諦
を
照
了
す
る
道
種
智
︑
中
諦
を
照
了
す
る
一
切
種
智
を
い
う
︒
(

)
六
即
円
教
に
お
け
る
菩
薩
の
修
道
階
位
︒
理
即
︑
名
字
即
︑
観
行
即
︑
相
似
即
︑
分
真
即
︑
究
竟
即
を
い
う
︒
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
四
四
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
四
︶
︵
藤
井
)
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六
Summary
An annotated Japanese-translation of Zhiyiʼs
Weimojing wenshu 『維摩経文疏』(4)
FUJII Kyoko
The Weimojing wenshu『維摩経文疏』is a Zhiyiʼs commentary on the
text of Kumārajīvaʼs translation of theVimalakīrti-nirdeśa-sūtra (Weimojie
suoshuo jing 維摩詰所說經).
Zhiyi 智顗 (538-597) composed the commentary with twenty-five
fascicles in his latest years at the request of Prince Guang of Jin. After Zhiyi
died, his disciple Guanding 灌頂 (561-632), the fourth patriarch of the
Tiantai school, made up the commentary to twenty-eight fascicles. This
Zhiyiʼs commentary seemed to have been one of the most important works
to research his latest doctrinal thought by the reason that the work had
been dictated by himself. In spite of that, the commentary had not been
studied so often because of its great amount. Since Zhanran湛然 (711-782)
had distilled the Zhiyiʼs Weimojing wenshu, and made the Weimo jing lue
shou『維 摩 經 略 疏』with 10 fascicles, his concise commentary was
generally available for study on the Weimojie suoshuo jing in Tiantai
school. In the above circumstances, at the present, although Zhanranʼs
concise commentary is put in Taishō shinshū daizōkyō『大正新脩大蔵経』,
Zhiyiʼs is not in spite of its value.
Recently some new studies on Zhiyiʼs commentary have been made in
overall aspects, that is, from philological study to doctrinal thoughts one.
Among them, Dr. Shunei Hiraiʼs study is notable in pointing that not only in
the Guandingʼs additional part of the Zhiyiʼs commentary but also in the
Zhiyiʼs own dictation part, Guandingʼs additions from Jizangʼs 吉蔵 (549-
623) works, were to be discovered in the existing text. Scrutinizing the
智
顗
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﹃
維
摩
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citations from Jizangʼs works, these citations on Zhiyiʼs dictation part
turned out to be trivial, in terms of his doctrinal thought. Therefore it can
be safely said that Zhiyiʼs commentary is as valuable as it thought to be.
The author decided to make an annotated Japanese-translation of the
Weimojing wenshu, which has not yet been made in Japan. The author used
『維摩経文疏』(Sūtra Number 338, vol. 18 of Shinsan Dainihon Zokuzōkyō
新纂大日本続蔵経 as original. It comprises 90 volumes, including 2
catalogues, which has been published from 1975 to 1980 by Kokusho
Kankōkai国書刊行会, mainly edited by Dr. Kosho Kawamura 河村孝照. And
this newly edited Chinese Buddhist canon features great easy-of-use, which
is succeeded from Taishō shinshū daizōkyō 大正新脩大蔵経 in its form.
And now one has access to Electric-text version of Shinsan Dainihon
Zokuzōkyō via web site of CBETA (Taiwan-based Chinese Buddhist
Electronic Text Association 中華電子仏典協会.)
This instalment contains merely a few paragraphs, i.e. from X.18.471c11
to X.18.475b9. I intend to continue publication of the annotated translation
in the future issues.
for Postgraduate Buddhist Studies
Professor,
International College
